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第一章　コンプレックス












「だからさ、いいでしょ？」

「いえ、それはちょっと……」

　見知らぬ男性があまりにしつこいので、怖気づいてしまう。だからといって、知らない人ばかりの飲み会には参加したくない。

　私は社内通路のど真ん中で、話をしたこともない男性に声をかけられていた。

　きっと社内の人なのだろうけれど、仕事で関わった覚えがないので名前を知らない。もちろん、私から話しかけたわけでもない。この人とはすれ違っただけだ。ただ、すれ違う直前までじろじろとした不躾ぶしつけな視線は感じていた。私がたまに感じる、嫌な視線そのものだった。

「なんでだめなの？　絶対楽しいからさ」

　もう五分くらいは押し問答を繰り返している。

　曖昧な返事をしているせいだというのはわかっている。でも、大学時代に一度逆上されたことがあってから男性からの誘いを断るのは苦手だ。逆上されたらどうしようという気持ちに支配されている。

　どうにか逃げる口実を探しながらふと時計を見ると、自分が今どこに向かっているのかを思い出した。

「あの、会議がありますので！　すみません！」

「ええ、ちょっとぉ～」

　それだけ言って、情けない声を出す男性を置いて逃げるように去った。

　走ると胸が揺れて痛むので、距離が離れたと思ったところで立ち止まる。

「……はぁ」

　ため息をひとつ吐いた。

　知らない男性に声をかけられたのは初めてではない。社外でも社内でも、何回も経験はある。でもそれは残念ながら見た目が特別きれいだとか、仕事面を評価されているわけではない。理由はたったひとつ。少しばかり胸が大きいからだ。男性は大人になってもそこに注目してしまうらしい。

　大学時代、初めてできた彼氏と別れてからはやたらと男性に告白された。話したこともないのにどうしてだろうと不思議に思いつつ知らない人なので断っていたけれど、私の中身を見て告白してきたわけではなくみんな『身体目当て』だったと、逆上してきた男性に言われたことがある。

　その頃からこの胸がコンプレックスだ。

　走ると痛いし汗が溜まるしかわいいブラも少ないしあまりメリットを感じたことがなかった。なのに男性にそういう目で見られていると知ったらなおさらだ。

　そんな男性ばかりではないとわかっているけれど、男性の視線から逃げる癖がついてしまった。さっきの男性社員だってそうだ。すれ違う前から胸への視線を感じていた。あえて大きめのカーディガンを着て隠しているつもりでもバレてしまうものなのか。

　どうせ自分の中身を見てくれる男性なんていないと、きゅっと唇を噛みしめた。

　そんなことよりも、私には楽しみがある。

　時計を見ると会議開始の二分前だった。

　慌てて走り出し、胸を押さえながら今度は会議室に到着するまで立ち止まることはしなかった。

　時間ギリギリになってしまったので後ろ側のドアから会議室に入った。広々とした会議室には前方へ向いて机が並べられ、それを埋め尽くすようにみんなが座っている。全社員参加のため一か所の会議室では足りないので、他の会議室へも動画で配信されているらしい。私はどうしても直接話を聞きたかったので、メインの会議室であるここを選んだ。幸いなことに、端っこに一席だけ空いていた。先ほどの男性も会議には参加しているはずだが、間に合ったのだろうかといらぬ心配をしてしまう。

「――それでは、新企画について説明を始めます」

　けれど、大型スクリーンに映し出されたものを見て先ほどの不快感が一気に吹き飛ばされた。

「今回の新作はチョコレートです。コンセプトは『大人が楽しむチョコレート』」

　企画部の部長が堂々とした姿勢で説明する。

　イメージ写真では、薄めのチョコレートで中にはとろりとしたリキュールが入っているらしい。そのリキュールも五種類あり、甘いものからほろ苦いものまで、大人の味を楽しめそうだ。

　写真を見ながら頭の中でどんなパッケージが合うのかと想像をめぐらせる。

　私、栗山くりやま香澄かすみが所属しているのは、ここ砂川すながわ製菓株式会社のマーケティング本部だ。マーケティングを担当しているわけではなく、デザイン課に在籍しパッケージデザインを担当している。

　デザインなどは外部に委託する会社が多いなか、老舗の砂川製菓は社内ですべてを完成させることにこだわっている。砂川製菓のお菓子が好きでこの会社を選んだ私にとっては遣り甲斐のある良い環境だった。今回のデザインは誰が担当になるんだろう。少しでも参加できたらいいのだけど。

「――それから、今回はコンペを実施します」

　その言葉に会議室内がざわつく。

　今までにない試みだからだ。私も驚いて部長をじっと見つめ次の言葉を待った。

「コンペ内容は、商品のキャッチフレーズ、それからパッケージデザインです」

　ハッと息を飲む。

　デザイン課にいれば新作のパッケージに携わることができるかもしれないと思ったが、簡単にはいかなそうだ。でも今まで本採用されたことがない私にとっては大きなチャンスでもある。

　さっそく頭の中ではどんなデザインにしようかと思い描いていく。大人をメインターゲットにした商品なら、大人っぽいシックなデザインがいいだろう。でも逆にインパクト重視のデザインにしてもおもしろそうだ。一人何点まで応募可能なのだろうかと心が弾む。

「――ただし、個人ではなく二人以上のチームで商品のキャッチフレーズとデザインを提出していただき、企画部で選出いたします」

　その言葉で私の妄想は儚く砕けた。

　チームでなんて、自信がない。

　マーケティング部に所属しているのは男性のほうが多い。コンプレックスである胸のこともあり、あいにく部内に仲の良い男性社員はいない。比較的仲の良い同期の女性はいるけれど、受付や総務といった企画とはあまり関係のない部署の子たちばかりだ。誰かと組もうと思っても相手がまったく思いつかない。でもコンペには絶対に参加したい。弾んだ気持ちは萎んでいき、どうしたらいいのだろうと解決策を考え始める。

「詳細は今、全社員にメールをしました。社内広報ページも随時更新していきますので、確認をよろしくお願いします。部署問わず新しいものをお待ちしています」

　新作発表会議は、一時間程度で終了した。

　会議室から大勢の人が出ていく。私もその流れに乗って会議室を出る。それぞれのフロアに戻る中、社員たちは賑わい、「一緒にやる？」という声が聞こえてきて、胸がちくりと痛んだ。

　誘えるとしたら一緒に仕事をしてきた人たちだろう。そう考えると思い浮かぶ人がいない。配属されて四年が経つというのにこんな自分に嫌気が差す。

「栗山さん！」

　悶々と悩んでいたら突然名前を呼ばれ、顔を上げる。誰に呼ばれたのかと声の主をきょろきょろと探した。

　すると目が合ったのは、一人の男性社員だ。

「え……あ、砂川さん？」

　キラキラした目と視線が合って思わず口に出していたけれど、目をそらした。

　目が合ったから彼に呼ばれたのかと勘違いしそうになったが、砂川さんが私に話しかけてくるわけがない。……と思っていたのに彼は私の目の前で立ち止まる。

「栗山さん、お疲れさま」

「……お疲れさまです」

　彼、砂川大樹だいきは社内では有名人だ。そんな彼に話しかけられたことで、通り過ぎていく女性たちの視線が痛い。苗字からも想像がつくとおり彼はこの会社の社長の息子だ。代々引き継がれてきた砂川製菓の、大事な跡取りという存在。

　注目されているのはその肩書きだけではない。

　目鼻立ちがはっきりした顔立ちで、年上の人に使う言葉かわからないけれど美男子という言葉が似合う人だ。黒髪なのも相まってクールで近寄りがたそうに見えるが、笑うと可愛い。犬系男子のさらに血統書付きという感じだ。なのに話してみると中身は誰とでも気さくに接することができて、面倒見も良い。そんな彼が人気にならないわけがない。

　彼は私より三年先輩でマーケティング本部に所属しているが、一緒に仕事をしたことはない。男女ともに人気のある彼のまわりにはいつも人がいて、話をすることすらなかった。そんな人がいったい私に何の用があるというのか。

「コンペ参加するの？」

「はい、そのつもりです」

　今まさに、どうすればエントリーできるか考えていたところだ。

「誰と？」

「まだなんとも……」

　一緒にやる人がいないなんて恥ずかしくて言えない。人気者の砂川さんなら、選び放題なんだろうなとうらやましくなった。仕事についていくので精一杯で、コミュニケーションを怠っていたから自業自得だ。

「よかった。じゃあ俺と組まない？」

　意外なお誘いにじっと砂川さんを見てしまった。

「俺、前から栗山さんのデザインが好きだったんだ。いつか一緒に仕事がしたいって思ってた」

「……ありがとうございます」

　その言葉は純粋にうれしいのに、恥ずかしさからうつむいてしまった。地味な私のことを気にかけてくれていた人がいたなんて思わなかった。しかもそれが、仕事ができて人気者の砂川さんだなんて。

「俺はマーケティング担当だからデザインは任せちゃうことになるけど……。どう？　一緒に」

　でも、チームを組むとなったら話は別だ。

　今までまともに話をしたことのない男性とチームを組むということは、私にとってハードルが高い。砂川さんが変な人ではないとわかっていても、男性に対する警戒心が無意識に働いてしまう。

　少し考えただけでも一緒にできる気がしない。

「あ、あの、ごめんなさ……」

　断ろうと彼を見上げると、目が合った。砂川さんは私の目をまっすぐ見つめていた。そういえば名前を呼ばれた時も砂川さんは私の胸をちらりとも見なかった。人として当たり前なのだろうけれど、しばらくなかった感覚がうれしくてなかなか目を見て話せなかった私も、砂川さんを見つめ返すことができた。

「私でよければ、よろしくお願いします」

　断ろうと思っていたのに、口から出てきた言葉は正反対のものだった。

「本当？　よかった」

　あ。と思った時には砂川さんは笑顔を見せ、私に手を差し出していた。

「良いものを作れるように一緒にがんばろう」

　人懐っこさを感じさせる眩しい笑顔に眩暈を起こしそうになる。

　承諾をしたのは紛れもなく私なので今さらこの手を無視することはできない。同じマーケティング本部として、彼の仕事ぶりを見てきたので信頼はしている。企画力やアイディア力がある彼と一緒に仕事をするのは楽しそうだ。

「……はい。よろしくお願いします」

　彼の手をそっと握った。久しぶりの男性の手は、大きくて私の手を包み込んだ。

　引き受けた自分に驚きつつ、悩みが解消されたことに喜びを感じていた。これで、デザインコンペに参加できる。結局はそれがうれしかった。
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　砂川さんは仕事ができる。

　御曹司という肩書きに負けない仕事っぷりだ。最初は社長の息子だからといって敬遠していた人たちも砂川さんの仕事ぶりや人柄に、すぐに親しく話すようになっていた。直接関わることはほとんどなかったけれど、会議などで見かける彼の意志の強さやリーダーシップには感心させられることが何度もあった。

　仕事の早い彼からさっそく呼び出されて、今からミーティングだ。

　とはいってもコンペ参加は仕事ではない。通常業務はこなさなければいけないのでランチミーティングになった。砂川さんと二人きりでのランチなんてまわりの視線に耐え切れなさそうだったので二人ではなくてよかった。他のチームメンバーが誰なのか不安でもあるし楽しみでもある。砂川さんがいてくれれば大丈夫だと思っていても、できれば男性がいなければいい。

　ランチミーティングの場所は社員食堂ではなく、社外のレストランだった。

　オフィス街にある自社ビルを出ると、ランチに向かう人をちらほらと見かける。砂川さんに指定されたのは、会社から五分ほどで到着するイタリアンのお店だった。ランチは基本的に社食だけれど、たまに外に出た時にこのお店にはいつも人が並んでいた。人気店でなかなか入れないんだと受付の同期が話していた記憶もある。そして今まさにお店の外では主に女性客が列をなしていた。でもその行列の中に砂川さんは見当たらなかったので、店内を覗くことにした。

「栗山さん、こっち」

　名前を呼ばれ砂川さんが手を振っている。無事合流できたことにほっとして窓際のテーブルへ向かう。

　それほど広さのない店内は女性客で溢れかえっていて店員さんも忙しそうだ。その中の何人かの視線を感じたような気がするけれど、知らない振りをして砂川さんの正面に座った。

「お疲れさま。ここ人気なんだな。一応予約しておいてよかったよ」

「予約してくれたんですか!?」

　わざわざランチのために？

　ありがたいような申し訳ないような。さすがスマートというか。

「まあ一応ね。でもけっこう並んでるし、ゆっくりはできなさそうだね」

　砂川さんは困ったように笑った。

　四人掛けのテーブルはまだ二つ空席がある。ランチの時間は一時間しかないのでそろそろ集まらなければゆっくり食事もできないだろう。

「他の方はまだ来てないんですね」

「ん？　他の人なんていないよ。はいメニュー」

「えっ」

　メニューを受け取りながら一時停止する。目をまるくして砂川さんを見ていたら、彼も驚いた顔をしている。

「あれ？　俺そんな話したっけ」

　よくよく考えてみたら、砂川さんからは一言も「他の人もいる」とは聞いていなかった。私が勝手に二人なわけがないだろうと勘違いしていただけだ。だって砂川さんは「一緒に組もう」としか言っていなかった。

「あー……二人だったら嫌だった？」

　申し訳なさそうにする砂川さんを見て、慌てて両手を振った。

「いえ、そんなことないです！　ただどうして私なのかなって思っただけで！」

「前にも言ったよ。栗山さんのデザインが好きなんだ。君のデザインで新商品が見たい」

「それは……恐れ入ります」

　砂川さんは褒めてくれているけれど、本採用されたことのない自分のデザインには自信がなかった。

「確か、本採用されたことはなかったよな。いつも見てた候補案の中で、俺がコレがいいと思ったものはだいたい栗山さんがデザインしたやつだったんだ。だからなんでだよっていつも思ってた」

「採用されたこと、ないですね……なのでいつも雑用とかサブとかばかりです」

　自虐するつもりはないのに、結果的にそういう言い方になってしまった。

　いつか本採用されることを夢みて情報収集や勉強もしているけれど、なかなか難しい世界だ。

「だから今回、すごく気合い入ってます」

「うん。俺も」

　砂川さんが優しく微笑むので、私も自然と笑顔になっていた。

　二人きりでランチなんて緊張するかと思っていたのに、自然に話をすることができていた。砂川さんと話をしているとなんだか居心地が良い。

　話をしているうちに注文したパスタのランチセットが運ばれてくる。

　砂川さんはペスカトーレを、私はカルボナーラを注文した。セットはミニサラダとスープ、ドリンクもついている。緊張で空腹感はなかったはずなのに、料理を目の前にしたらお腹がきゅうと鳴った。

「いただきます」

　先にサラダを何口か食べてからフォークでパスタをすくいくるくると巻き取る。程よい量のパスタを口に運んだ。しつこくないのに濃厚で、ベーコンとほうれん草、クリームがよく合う。そのソースがパスタに絡んで口の中がいっきにクリーミーになる。

「っ、美味しいですね」

　飲み込んでから顔を上げて砂川さんを見ると、彼も驚いたように私を見た。同じ意見のようで、何度も頷いている。

「うん、すごく美味しいね。この店は初めて？」

「はい。私はいつも社食なので……美味しくてびっくりしました」

　社員食堂のパスタも美味しいと思って食べていたけれど、人気店はさすがにレベルが違う。女性たちが並ぶ理由はすぐにわかった。

　さっそくまた一口、一口と食べ進める。

「パスタは好き？」

「はい。すごく好きです！」

　なかなか多い社員食堂のメニューの中でも、週のうちの半分以上はパスタを選ぶくらいだ。実はこのお店も気になっていたけれどいつも行列ができていたので諦めていた。だから砂川さんが連れてきてくれたおかげでこんなにおいしいパスタに出会えた。

「じゃあ今度、夜に他の店行こうか。やっぱりランチはゆっくりミーティングできないな。栗山さんが大丈夫だったらだけど」

「はい。大丈夫です」

　他の男性とだったら嫌だと感じてしまうだろうけれど、砂川さんなら大丈夫な気がしてしまう。今だって、一緒に食事をしていても嫌な視線など感じない。

　普通のことのはずなのに、元カレ以来の出来事に感激していた。

「食事前に情報収集とかできたらいいな。栗山さんの好みも知りたい」

「好み、ですか？」

「うん。そこからデザインの案も出てくるだろうし」

　好みと言われて食事の話かと思ったが、きちんと仕事の話だった。おかしなことを言わなくてよかった。

「そうですね。砂川さんの好みも知りたいです」

「ああ。情報交換しよう」

　砂川さんがにこりと微笑む。その笑顔はやはり血統書付きの犬のように品があるのに可愛い。私には眩しくて仕方がない。

「でも、栗山さん他に組みたい人がいたんじゃない？」

「え？」

「うちの部じゃなくてもさ」

「そんなことないです！　コンペには参加したいけど誘えるような人がいなかったので砂川さんが声をかけてくださって助かりました」

　私は自然と正直に話していた。友だちがいないと言っているようなもので、恥ずかしいことを言ってしまったと思ったけれど砂川さんは「それならよかった」と優しく微笑み受け止めてくれた。

「うちの部は男ばっかりだしやりづらいだろ？　女性たち大変だなあと思うよ」

　やりづらいというのは事実なので私は黙り込んでしまった。そんなことない、と否定できるほど部内でうまくやれていない自信はある。

「何かあったら言って。部長には言いづらい話とかさ。一応リーダーとかやってるし」

「……はい。ありがとうございます」

　どうしてこの人はこんなに優しいんだろう。

　今まで話をした男性とは全然違う。視線はもちろんのこと、態度がさっぱりしているというか。あくまで仕事仲間で、男性だということを変に意識しなくて済んでいる。

「じゃあそろそろ行こうか」

　食べ終えてもまだ店の外には行列ができていた。

　あの人たちの昼休みが終わってしまうんじゃないかと慌てて席を立つ。さっと席を離れレジに向かう砂川さんを追いかけながら財布を出す。砂川さんはまとめてお会計をしてしまうつもりらしい。

「私の分いくらですか？」

「いいよ。誘ったのは俺だし」

「でも、ミーティングなのに」

　砂川さんは年上だけど、上司というわけではない。奢ってもらうほど仲良くもないのでさすがに気が引ける。私が財布から千円札を取り出そうとしたら、ふれずに手で制止された。

「いいから。俺とチームを組んでくれたお礼」

　お礼をしなければいけないのは私のほうなのに。

　でもレジ前で押し問答も迷惑になるだろうと、私は千円札を財布に戻す。

「……ありがとうございます。ご馳走さまです。私、頑張ります」

「うん、俺もがんばるよ。一緒に頑張ろう」

　最初は不安しかなかったけれど、砂川さんがこんなに話しやすい人だと知ることができてよかった。






　大満足のランチ（ミーティング？）を終えフロアに戻った。昼休みを終えた人たちが徐々に仕事を開始している。私もとりあえずコンペのことは頭の隅に追いやり、パソコンを立ち上げた。

「栗山さん栗山さん」

「……はいっ！」

　隣の席の、私と同じくデザイン担当の魚住うおずみさんに突然声をかけられる。彼女は私の一年先輩だ。何かしでかしてしまったのかと背筋を正すと魚住さんは私の席に身体を寄せてくる。

「ねえ、もしかして砂川さんとランチしてきた？」

「え？」

　砂川さんとはフロアを別々に出たのに、どうして知っているのか、どこで見ていたのかと情報網が怖くなる。

「コンペで一緒に作品作るって聞いたから」

「はい。ランチミーティングをしてました」

　誤解のないように、嘘はつかずにはっきり答える。砂川さんと私が噂なんかされるわけはないだろうけれど、万が一にでも勘違いされたら困るのは砂川さんだ。迷惑はかけたくない。

「そっか、がんばってね。それでね」

　魚住さんはそんなことはどうでもいいといった感じで、さらりと流す。

「あのさ、砂川さんに彼女いるのか聞いてくれない？」

「……え」

　突然のお願いに、ぽかんと彼女を見つめてしまった。

「砂川さん、話しやすいんだけどなぜか恋愛のことは聞けないんだよね～。お願い！」

「でも私ともそういう話しないと思いますけど……」

「お願い！」

　顔の前で両手を合わせ、必死さが伝わってくる。私には無理な課題だけれど、ここで断ってもどうにもならなそうな勢いだった。

「ど、努力します」

　これが精いっぱいの返事だ。

「ありがとう！　いつでもいいからね。でもなるべく早めで！」

「……はい」

　無茶なお願いをきいてしまった。

　普段から積極的に話をしている彼女が無理なら、まともに話したのが今日の私には無理難題だ。どう見ても砂川さんには恋人がいそうなので確認するまでもないと思ってしまうけれど、恋する女性にとっては無粋な考え方なのだろう。

　できるかできないかわからないけれど、私は頷くしかなかった。

















第二章　落ち着ける存在












　翌日、さっそく砂川さんからお誘いがあった。

　ランチミーティングでは時間が限られてしまうので、昨日話をしたように夜に食事へ行くことになった。

「お疲れさま。行こうか」

　一時間ほど残業をした後に砂川さんと待ち合わせをした。銀座でリサーチをする予定らしい。会社から一緒に電車に乗るのはなんとなく避けたほうがいいような気がしたので、私の希望で駅前待ち合わせにしてもらった。

「とりあえず雑貨屋とか、デパ地下とか片っ端からまわっていい？」

「は、はい！」

「食事の時間もなくなっちゃうし、さっそく行こう」

　残業をして移動してきたのでもう夜の七時くらいで、街の明かりがあるにしても空は暗い。昼ではなく夜に砂川さんと二人きりだという違和感はなかなか拭えない。

　砂川さんに連れられるまま到着したのは有名な大手百貨店だ。迷うことなく地下の食品売り場へ向かうと、スイーツ売り場を見てまわる。

　会社には大量の資料があるけれど、実際に街やお店をまわるのはまた違った発見がある。紙面やパソコンの画面で見るだけではわからない手触りなどの情報も私たちには重要だ。

「さすが有名ブランドのデザインは高級感があるね」

「これは初めて見ました。あ、また女性が買っていきましたね」

　商品だけではなく購買層も重要なポイントだ。どのくらいの年代の人が買っていったのかもチェックする。自社のお菓子の購買層は把握しているが、さらに広げるためにはどうしたらいいか、新商品が発売されるたびに上がる課題だ。

　百貨店や高級スーパーなどいくつかお店をまわり、さらに雑貨屋も見終わった頃には八時半を過ぎていた。

「うーん……」

　歩きながら砂川さんが唸る。

「どうしたんですか？」

「いや。ちょっと迷ってることがあって……さっきの店で買い物していいかな」

「はい。もちろんです」

　さっきの店というのは、何気なく入った路面店だ。

　今日寄る予定ではなかったが通りがかりに見つけた輸入雑貨や輸入食品がぎゅっと敷き詰められている小さなお店。海外のお菓子はデザインも奇抜なものが多く、高級スイーツとはまた別の視点で得るものが多かった。

　砂川さんは何か気になるものがあったのか、私たちは来た道を戻る。

「さっと買い物してくるからちょっと待っててくれる？」

「はい。いってらっしゃい」

　その小さなお店は商品で溢れかえっていて通路が狭く、すれ違うことも困難だった。なので私は邪魔にならないように店の外で待つことにした。今日手帳にメモした内容を読み返す。今日一日だけでもたくさん得るものがあった。あとはテーマと方向性をすり合わせて、形にしていくだけだ。

「あの、すみません」

「はい？」

　声をかけられ顔を上げると、目の前にサラリーマンが立っていた。

「ちょっと道をお聞きしたいんですけど……」

　男性はスマホを手に持ち困った表情を見せる。人が忙しく行き交うなか、私はぼうっと立っていたので都合がよかったのだろう。

　ここに行きたいとスマホを見せられ、詳しくないながらに一緒に考えることにした。目的地は思ったよりもすぐ近くにあり、あっという間に解決した。

「ありがとうございます、助かりました。お礼に食事に行きませんか？」

　その笑顔を見て急に、なにか嫌なものを感じた。

「い、いえ遠慮しておきます」

「そんなこと言わず。お礼をさせてください」

　笑顔のまま強引な男性は私を追い詰めるように近づいてきた。後ろは壁なので後ずさることができない。横に逃げようにも彼の身体が邪魔をする。この圧迫感に嫌な予感が増す。

「すみません。人と来ているので」

「どこに？　いいから行こうよ」

「ひゃっ！」

　男の手が肩に回り、引き寄せられる。ぴたりと身体がふれ合って鳥肌がたった。

「君、おっぱいでかいね」

「っ！」

　気持ち悪い。にやにやしたその顔は私が一番嫌悪を感じる顔だ。

「は、離してください」

　男の身体を押し返して離れたいのに、身体にさわることすら嫌なので身を捩よじる。そんなことでは男の身体は離れてくれない。

「お礼させてって言ってんじゃん」

　先ほどの困った顔をしていた人とは別人のような図々しさだ。

「ちょっと」

　困り果てたその時、力強い声が聞こえた。男の身体がわずかに離れる。

「連れに何か？」

　その声に顔を上げると、鋭い表情で砂川さんが男を睨んでいる。男は砂川さんの顔を見て、もう一度私を見た。

「人と来てるって、この人？」

　言葉にするよりまず私は強く何度も頷いた。するとわかりやすいため息を吐いて、ようやく解放された。

「男と来てるって言えよ……」

　男は呟くと、そのまま私たちに背を向けて去って行く。ほっとして砂川さんを見上げると心配そうな顔と目が合った。

「栗山さん、大丈夫？」

「は、はい……」

　驚いたし気持ち悪かったけれど、砂川さんが来てくれたおかげで追い払うことができた。それだけですごく助かった。

「ごめん、夜に一人にするべきじゃなかったね」

「いえいえそんな！」

　恐怖よりも嫌悪感よりも、今はただ恥ずかしさが勝っていた。地味で特別きれいなんかじゃない私が、男性に声をかけられる理由なんてひとつしかない。あの男もはっきりと言っていた。思い出すだけで胸がじくりと痛む。砂川さんに聞こえてなければいいんだけど。

「えーと、お買い物は終わりましたか？」

　さっきのことを忘れてほしくて、私はあえて別の話題を振った。

「うん。買えたよ」

　砂川さんは手に小さな紙袋を持っていた。デザインが可愛らしく、魅かれるものがある。あの小さなお店でもたくさんの種類のお菓子があった。何を買ったのだろうと気になってしまう。

「夢中になってたけどこんな時間か。お腹減っただろ？」

「そうですね、減りました」

　私も夢中になっていたからすっかり忘れていたけれど、意識してしまったらもう我慢できないほど空腹状態だ。少し落ち込んではいてもお腹は減る。

「じゃあ行こう」

　すでにお店が決まっているのか、砂川さんの足は迷わず動き始めた。私も彼の隣に並び、歩き始める。






　連れてきてくれたお店はおしゃれな外観のカフェダイニングだった。全体的にアンティーク調で、中に入ると間接照明が良い雰囲気だ。さすが砂川さん、オシャレなお店を知っている。テーブルによってデザインの異なったアンティークソファもひとつひとつ見てまわりたいくらい可愛い。案内されたのは深い赤のソファだった。オシャレなお店はうれしいのに、良い雰囲気すぎてまるでデートみたいでなんとなく落ち着かない。

「どれにしようか」

　渡された分厚いメニューを開くと、パスタやアヒージョ、野菜やお肉のグリルなどきれいな盛り付けの写真が載っている。それだけではなくスイーツもこだわりがあって美味しそうだ。

「どれも美味しそうだね。サラダこの二種類で悩むなあ。栗山さんならどっちを選ぶ？」

　私は緊張しながらも砂川さんのエスコートに安心しつつ、いくつか注文した。飲み物はワインだ。

「お疲れさま」

　乾杯をして、ワインを一口飲む。次に運ばれてきた食事にも舌鼓をうつ。特に高級店というわけではないのに、すごく美味しい。前菜を堪能し終わると、テーブルに注文した大皿のパスタが置かれる。トマトソースのパスタで、店員さんがその場でチーズを削って乗せてくれた。

「ここはパスタが評判良いらしいよ」

「そうなんですね。楽しみです……！」

　さっそく砂川さんの分と自分の分と小皿に取り分け、口に運ぶ。

「美味しい……！」

　私は目を見開いて砂川さんに視線を向ける。

　普通のトマトソースのはずなのにどうしてこんなにおいしいのか、料理に詳しくないのでわからない。コクがあり濃厚なのにどこかさっぱりしていて、チーズをたっぷりかけたのにたくさん食べることができそうだ。ナスやベーコン、魚介まで入っていて旨味がすごい。

「お気に召したようでよかったよ」

　感動している私を見て砂川さんが笑顔を見せた。大げさだったかなと恥ずかしくなったけれど、美味しいことに違いはない。私は緊張感も忘れ夢中になっていた。

　いくつか注文したメニューのどれも美味しかったけれど、特にパスタが感動した。店内は混雑しているというわけではないので穴場的なお店だろうか。良いお店を知った。

「それで、俺たちのコンセプトはどうしようか。何か気になることはあった？」

　サラダとパスタで空腹が解消されたあたりで砂川さんが真剣な瞳で見つめてきて、どきっとしてしまう。

「……そうですね……」

　あまりに美味しくて楽しくて、今が仕事の一環だということを忘れていた。私は手帳を取り出し、今日あったことを思い出しながら振り返る。

「見ているとやっぱりチョコを手に取るのは女性のお客様が多い印象でした。百貨店でも雑貨屋さんでも。でも、だからといってターゲットを大人の『女性』に絞ってしまっていいのかな、という迷いもあります」

　今までも甘いお菓子といえば女性や子どもをターゲットにすることが多かった。今回は『大人』がメインターゲットではあるけれど男性とチョコのイメージがなかなか結びつかない。

「じゃあ逆に、大人の男性が手に取りやすいデザインはどう？」

「男性限定ですか？」

　砂川さんは強く頷いた。その目にはすでに自信のようなものが見える。

「お店をまわって思ったんだけど、購入していたのはほぼ女性。一方で、男性も寄ってじっくり見るけど去る人が多かった。スイーツ好きの男性もいるはずだし、コンビニなどで高級感があって目を惹く商品があったら手に取れるんじゃないかなと思って」

「……確かに、それは良いかもしれません」

　今までありそうでなかった提案に、私は胸の中が騒がしくなるのを感じていた。

「よかった。その方向で詰めていこうか。他になにかある？」

「男性が手に取りやすいようなものをベースに考えていきたいと思います。でも、贅沢かもしれませんが男性だけではなく女性も……」

　リキュールが入っているので子どもは無理だとしても、大人の女性にも楽しんでもらいたい。私の我儘な提案にも、砂川さんは面倒な顔をせずに笑顔で頷いた。

「そうだね。じゃあそれを起点として俺はキャッチフレーズをいくつか考えるから、栗山さんはデザイン案をいくつか考えてもらえるかな」

「はい。わかりました」

　今日だけでだいぶ前に進んだ感じがする。二人の目指すものが同じだというのが何より大きい。

「なんかすごく楽しみになってきた」

「私もです」

　こんなにワクワクしているのは久し振りだ。今までも新商品のデザインを手がける時は楽しくて仕方が無かったけれど、今は二人だけで考えているというのが新鮮だった。

「なにかデザート頼む？」

「はい！　このチーズタルトが気になってて……」

　気持ちが盛り上がっている私は遠慮なくメニューを指差してしまった。砂川さんは嫌な顔をせず、チーズタルトと自分が食べたいからとカスタードプリンも注文した。

　コーヒーと一緒に運ばれてきたデザートを堪能していると、先に食べ終えた砂川さんがコーヒーカップを静かに置いた。

「聞いていいかわからないんだけど、栗山さん、男性が苦手だったりする？」

「え……」

　今までになかった質問に、私は目をまるくして砂川さんを見つめてしまった。

「言いたくなかったり勘違いだったらごめん。ただ、さっき変な男に絡まれた時すごく怯えてたみたいだから気になっただけ。デリカシーがないな俺は」

　砂川さんは自嘲気味に笑う。先ほどのことで余計な心配をかけてしまったかと、私は誤魔化してはだめだと思った。とはいえ、胸のことはさすがに言えない。

「いえ、ご心配いただきありがとうございます。苦手というかまあ……そんな感じかもしれないです」

　私は曖昧に答えつつ深刻にならないように笑ってみせた。実際、男性そのものが苦手というよりも私が被害妄想のようなものを勝手に抱いているだけかもしれない。その中でも砂川さんだけは違った。

「……でも、砂川さんは大丈夫だったんです。大丈夫って変な言い方ですけど……他の男性と違うというか、変に意識せずに会社の仲間として話すことができてありがたいです」

「……それならよかったよ」

　砂川さんはほっとするように笑ってくれた。

　気を遣わせてしまって申し訳ないと思う反面、心配してくれたのだとくすぐったい気持ちになる。男性には話せる内容ではないし、気にかけてくれているというだけでなんだか感動してしまう。

「ありがとうございます。最後までよろしくお願いします」

「こちらこそだよ」

　女性社員が夢中になる笑顔を見せてくれる。その笑顔を見てハッとした。砂川さんに恋人がいるかどうかを聞いてほしいと言われていたんだった。私の話をしたし聞けるタイミングは今だけど、そこまで聞いていい仲なのかはまだ掴めない。

　迷っているうちに食後のコーヒーも飲み終えてしまった。

「すっかり遅くなっちゃったな。そろそろ行こうか」

　時間を気にしていなかったけど、時計を見ると十時を過ぎていた。外に出ると先ほどよりもさらに真っ暗だ。閉店しているお店も多く、街灯が頼りだ。

「送るよ。タクシーで帰ろうか」

「地下鉄ですぐなので大丈夫ですよ」

「いや、今つかまえるから待ってて」

　もう一度断ろうとしても、砂川さんはすぐにタクシーをつかまえようと大通りで探し始めた。

「……ありがとうございます」

　砂川さんはすぐにタクシーをつかまえてくれた。運転手にお札を数枚渡し、私を先に乗せてくれる。

「じゃあ気をつけて」

「砂川さんは乗らないんですか？　あの、お支払いも……」

「うん、ここから家近いんだ。気にしないで」

　気を遣ってくれているのかはわからないけれど、タクシーという狭い空間で二人きりになるのはまだ抵抗があったのでほんの少しほっとした。とはいえ払ってもらってばかりなのは心苦しい。

「今日はありがとうございました。また会社で」

　頭を下げてタクシーに乗り込もうとすると砂川さんが「そうだ」と呟いた。

「栗山さん。これよければ貰って」

　砂川さんが持っていた小さな紙袋を差し出される。それは、あの路面店に一度戻って購入していたものだ。

「一緒にがんばろうってことで。これを買ってたせいで栗山さんが変な男に絡まれちゃったんだけどね」

「いえ。……ありがとうございます」

　断るのも失礼だろうし素直に受け取った。小さな紙袋を覗くと小さな箱が入っている。どのお菓子を買ったのかな、と楽しみだ。

「俺の分も買ったから、今度味とデザインの感想を話し合おう」

「はい」

　考えるだけで楽しそうな提案だった。

「今日はお疲れ」

「お疲れさまでした」

　ドアが閉まり、行き先を伝えてタクシーが動き出す。窓越しにもう一度頭を下げた。

　小さく息を吐いて、今日のことを思い出していた。ただのリサーチではなく会話や食事が思いのほか楽しくて夢中になっていた。時間という制限がなければずっと話をしていたいくらいだ。

　嫌なことがあったはずなのに私の頭の中には砂川さんと話をして楽しかったことや優しかった彼のことばかりが思い浮かぶ。男性と一緒にいてこんなに楽しかったことが今まであっただろうか。

　仕事の話も進んでいるし、充実している。砂川さんと話し始めてから満たされていることに気付いた。もらった紙袋の中からお菓子を取り出す。小さい正方形の箱に入ったチョコだった。デザインはシンプルかつシック。ただ食べるのではなく、感想を伝えるために味わって大切に食べようと思った。









　その日以降も、通常業務をこなしながらコンペに向けて話し合う日々が続いた。

　通常業務も忙しいので主に業務後に残り、対応していた。他にもちらほらと同じような人たちが残っている。私たちも連日残業だ。

　楽しいだけではなく、早く形にしたいと焦っている。

「うーん……」

「だめ、ですかね」

　デザイン案が気に入らないときの砂川さんの反応はわかりやすい。

　一度目に三つ案を出したものは相談の結果さらに男性が惹かれるようなデザインにしようという結論に至った。二回目も同じだ。そして、三回目の今日も微妙な反応しか得られなくて私は焦っていた。

「良いと思うんだけど、まだ女性らしさを感じるというか……」

「色合いは黒をメインにしてシックなイメージにしています。スタイリッシュさを意識して手を加えました。あとはどうしたらいいのか……」

　私は本来可愛らしいデザインが得意で、シックな大人っぽいデザインは苦手な部類だった。

　それが弱点だという自覚はあったが、今回これほどの壁になるとは思わなかった。キャッチフレーズはすぐに決まった。砂川さんがいくつか考えてくれたなかで、これが良いと二人の意見が一致したのだ。

『疲れた夜も、楽しい夜も、一粒で甘い夜に』

　大人な雰囲気を漂わせながら、一人でも誰かと一緒でも楽しめるようなフレーズだ。

　あとは肝心のデザイン。

　夜がキャッチフレーズになっているので、暗めの色でシックに仕上げている。でも砂川さんはしっくりきていないらしい。作っている私も、安直なデザインだなとわかっている。

　もっと良いものを作りたいのにできないもどかしさと、残業続きの頭で私には余裕がなくなっていた。

「なんかもうどうすればいいのか……」

「そうだよね。俺も栗山さん頼りだからなあ」

　砂川さんも一緒に悩んでくれているはずなのに、その言葉になぜかもやもやする。感情的になるなんてだめだと思いながらも込み上げてくるものを我慢できない。

「……もう、辞退したいです」

「え」

　コンペの参加は必須ではないし、仕事でもない。辞めることはいつでもできる。このまま続けていても砂川さんを幻滅させるだけだろうし辞めるなら早いほうがいい。

「やっぱり私には無理だったんです。本採用だってされたことないし……才能がないんです」

「……そんなことないよ、俺は栗山さんのデザインが好きだよ」

「でも、もう自信ありません」

　私がうつむいて黙り込んでいるとしばらくして、ふぅ、と息の洩れた音が聞こえた。

「今日はもうやめにしよう」

　私の我儘で怒らせてしまったかもしれない。せっかく声をかけてくれた良い人を巻き込んでしまった。すでに先ほどの発言にも後悔している。でも良いデザインが浮かぶかわからないし、砂川さんに言ったように自信もない。

　そうこうしている間にも砂川さんは帰り支度を整えてしまう。

「よし。もう遅いし夕飯食べて帰ろう」

「私は……帰ります」

「だめだ。そのままで帰せるわけないだろ」

　めずらしく有無を言わさない声の強さに、従うしかなかった。






　オフィスを出て砂川さんに連れられるまま歩き始める。

　二人とも無言のままだ。さすがにさっきは自分勝手過ぎたと、隣を歩く彼をおずおずと見上げた。

「あの……先ほどはすみませんでした」

　頭を下げると砂川さんは私を見て眉尻を下げる。

「いや、俺こそごめん。栗山さんのデザインが好きだからこそ、もっともっとって欲が出てしまって……。あ、店行く前に寄りたいところあるんだけど、いい？」

「もちろんです」

　怒っているわけではなさそうでほっとした。

　でも今後どうするかは相談しなければいけない。悶々と考えつつ砂川さんが寄ったのは、コンビニとスーパーだった。どちらもお菓子売り場を見るとすぐに店を出た。

「手頃なスーパーとかコンビニなら、男性客もわりといるよね」

「……そうですね」

　確かに百貨店とは全然違う客層だ。男性もチョコレートを手に取っているのを見た。コンビニでは何人もの男性がスナック菓子とチョコレートを手に取っていた。意外と男性も買っているんだという印象だ。

「ありがとう。じゃあ飯に行こう」

　砂川さんは何も買わずにお店を出る。不思議に思いながらもこれも仕事の一環なのだろうと納得した。

「ここでいい？」

「はい！」

　連れてきてくれたのは、駅前にある定食屋だった。店内には女性よりも男性客が多く、仕事帰りであろうスーツ姿の男性が食事に集中している。

　砂川さんはサバの味噌煮定食を注文し、私は親子丼を注文した。

「……おいしいです」

　肩ひじ張らないお店と、温かい味に力が抜けていくのを感じる。お腹も減っていたらしく、ぱくぱくと食べ進めていた。

「もっと高級な店がいいかと思ったんだけど、急に予約ができなくて」

「いいんです。十分です」

　ほっとする味がなくなるのはあっという間で、きれいに食べてしまった。砂川さんも同じようで、お皿がきれいになっていた。

「ご馳走さまでした」

　箸を置くと、砂川さんは姿勢を正し、膝に手を置いた。

「改めて、辞めるなんて言わないで引き続き俺と組んでほしい」

　真剣な目で見つめられて息を飲む。

　あんなにひどい態度をとったのにまだ私と組んでくれると言うのが私には理解できなかった。それほど求めてもらえるような能力は私にはないのに。

「でも、三回ボツになった私にできるかわからなくなってきました。これ以上砂川さんに無駄な時間を使わせるわけには……」

　言葉の途中で砂川さんは首を振った。

「思うに、栗山さんは今まで可愛らしいデザインを作ってきた。だから男性っぽさやクールなものを作ろうとすると戸惑いがあるんだと思う」

「……おっしゃる通りです」

　私の未熟さを見透かされているようで恥ずかしくなる。

「さっき寄ったコンビニには男性客がいただろう？　高級感のあるものはデザインもかっこいい。でも、手に取りやすいかどうかを考えたら少し違うかもしれない。例えば親子丼を食べてるあの男性が買うものを想像したり、好きな俳優でもいいから、その人だったらどんなものを選ぶか、想像してみてほしい。俺のイメージするものを形にしてもらうのは簡単だ。でも栗山さんはそれでは納得いかないだろうし、チームでやる意味がない」

　私はゆっくり頷いた。

　砂川さんのイメージのまま形にするのは容易い。だからこそ悔しくてもがいていた。

　私はやっぱりこの仕事が好きなのだと実感する。砂川さんには迷惑をかけたくない。でもまだ諦めたくないとも、本心が言っている。

「この前俺があげたチョコ、どうだった？」

　突然話が切り替わる。そういえばあのチョコの感想を伝えていなかった。

「……甘すぎなくておいしかったです。パッケージもキラキラしてて可愛くて……」

「うん。なのに大人っぽい印象もあったよね」

「……確かに。どうしてだろう……」

　可愛いけれど大人が手にしたくなるようなスタイリッシュなデザインだった。それなのに可愛くて、小さい箱なのにインパクトがある。

「あのデザインがコンビニに置いてあったら……例えば俺が手に取ると思う？」

「……うーん……」

　砂川さんはあれを選んでくれたけれど、コンビニだったらどうだろう。他のわかりやすい商品を選びそうな気がする。

　そう考えていると楽しくなってくる。

　私の顔色が変わったのを見てか、砂川さんは強い眼差しで私を見つめる。

「うん。それを踏まえてもう一度だけでいい。考えてみてくれないか？」

　これが最後のチャンスかもしれない。

「わかりました。やらせてください。……でも、それでも砂川さんの納得いくものが作れなかったら、他の人と組んでください」

　さすがにこれ以上時間をかけていたらコンペ締め切りに間に合わないだろう。仕事ではないとはいえ、何も提出できないなんて結果にはさせたくない。

　砂川さんは笑顔を見せたけれど、最後まで頷くことはしなかった。






　砂川さんと別れて家に帰り、ベッドに寝転がってゆっくり考える。

　今日まわったスーパーやコンビニを思い返す。デザイン性の高い百貨店などとは違う客層。私は誰に新商品のチョコを手に取ってもらいたいか考えていた。芸能人では少しリアリティに欠ける。男性の知り合いなんて限られているし、頭に浮かぶのは数人だ。

　たとえば、砂川さんをイメージしてみてはどうだろう。

　彼だったらどんなものを選ぶか……。高級感のあるものが似合いそうだ。でも庶民的なものも案外似合う。そのどちらも取り入れることはできるだろうか、と数分考えた。

　デザインがパッと頭の中に浮かび、ベッドから起き上がる。パソコンを起動させて頭の中にあるものを形にするようにすぐに取り掛かった。

「……あれ。できた」

　自分が作ったとは思えないデザインがあっさりと、あっという間に完成した。

　と同時に、まっさきに砂川さんの顔が浮かんだ。

　早く見てほしい。

　連絡先を交換しているので連絡しようかとスマホを手に取ったが、零時をまわっていたのでやめておいた。

　その日は興奮してなかなか寝付けなかった。









　次の日いつもよりも早く出社した。すでに出社していた砂川さんにさっそくミーティングの打診をする。業務外のことなので承諾してもらえるかわからなかったけれど、部長から許可が下りたということで朝一番からミーティングをすることができた。

「突然すみません。業務外の内容なのに」

「いや、ここまで気にしてるのは俺たちだけみたいで、他のみんなは普通にミーティングやってるらしいよ。仕事の一環なんだから気にすることないってさ」

　席に座りながら、砂川さんが困った顔をして笑う。

「それで、朝一でどうしたの？　やっぱり嫌になったとか……」

「いえ。あのこれ……」

　私は昨日仕上げたデザイン案を印刷してきたものを、砂川さんの前に差し出した。

　不思議と、自信があった。

　手直しなどは必要だろうけれど今までで一番良いものができたし、なんとなく砂川さんの求めるものも含めることができた気がする。

　グレーとネイビーをベースに、幾何学模様で高級感を残したスタイリッシュさを表現し、イラストを追加して遊び心のあるデザインにした。

　砂川さんは目をまるくして紙を手に取り、食い入るように見ている。細部までじっくりと。

　数分後、顔を上げて目が合った。

「……うん。すごく良いね。びっくりした」

　砂川さんの笑顔に緊張がほどけ、脱力する。

「……よかったぁ……」

　独り言がこぼれる。

「昨日の今日でこれを仕上げたのか？　すごいな」

「砂川さんのアドバイスのおかげで、ひらめきまして」

　さすがに砂川さんのことを考えていたらアイディアが出てきたとは言いづらかった。

「手直しは必要かもしれないけど、俺のイメージ以上のものだよ。さすがだね」

　褒められるのが恥ずかしくて、どういう反応をしたらいいかわからない。

「栗山さんにばかり大変な思いをさせてしまってごめん。でも今までで一番新しくて素晴らしいものだと思う」

「私こそ、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

　社会人として恥ずかしいことに、昨日は投げやりな態度になってしまった。今思えばみっともない姿を見せてしまったし、迷惑もかけたので深く頭を下げた。

「迷惑だなんて思ってないよ。顔を上げて」

　砂川さんの優しさに救われながら顔を上げると、笑顔と目が合う。謝るだけではなく感謝を伝えたくなった。

「でも、今回は新しい発見がありました。今後の仕事にも活かせそうです」

　今まで作ったことのない雰囲気を、完成させることができた。これは仕事をしていくうえで重要なことだ。

「砂川さんのおかげです」

　大事なことを伝えると、砂川さんがはにかみ微笑んだ。照れが隠されたその表情を見た時、胸の奥がきゅっと締め付けられた。

　苦しささえあるこの胸の痛みの理由が、わかってしまった。

　いつの間にか砂川さんのことを安心できる男性ではなく、好きになってしまったみたいだ。

















第三章　二人の前進












「お疲れさま！」

　今までにないくらいの解放感に溢れた笑顔を見せる。それは私も同じで、久しぶりにすっきりした気持ちで笑うことができていた。作品を提出しただけでコンペを勝ち取ったわけではないのに、解放感と達成感がすごい。

「栗山さんのおかげで俺も理想的なものを作ることができたよ、ありがとう。だめでも後悔はないな……いや、俺のキャッチフレーズと栗山さんのデザインなら獲れる」

「はい！　砂川さんのおかげで良いものを作ることができました」

　お互いを褒め合っていることにおかしくなって、笑い合った。

　あれから少しの手直しをしたあと、一週間後に無事コンペに提出することができた。

　締め切りまでまだ一週間あるのにすでに提出作品は三百を超えているらしい。その中から選ばれるのは相当な確率だろうけれど、砂川さんの言うように、納得のいくものが完成しただけで満足だった。

　今日はその打上げの日だ。

　正直なところ、今までで一番緊張している。

　なんせ砂川さんのことを好きだと自覚してから、初めての二人きりの食事だ。彼にとってはただの仕事の仲間、コンペのチームだろうし最初は私もそう思っていたので自分の変化に戸惑っている。

　砂川さんが予約してくれたのは、大人な雰囲気のあるバルだ。この雰囲気がさらに緊張を高ぶらせる。

　間接照明の薄暗い店内で、案内された個室は狭すぎることもなく広すぎることもなく、程よい広さの空間だった。ソファ席に向かい合って座り、スパークリングワインの入ったグラスを合わせる。

　並べられた料理は、食べたことがないキャビアやフォアグラといった高級食材を使ったオードブルと、メインの鴨のロースト、クリームパスタなどどれも格別だ。

「このお店、全部おいしいですね」

「そうだね。当たりだったなあ」

　砂川さんはにこにこしながらご機嫌でワインを飲んでいる。砂川さんが予約してくれる店はいつもすごく美味しくて、センスが良いのか、慣れているのか気になる。

「砂川さん、普段の夕食はどういう食事をされるんですか？」

　特に、御曹司としての食生活が気になるというのが正直な気持ちだ。

「外食が多いね。あとは仕事帰りにスーパーの惣菜とか買って帰ったりするかな」

「スーパーは意外でした」

「よく行くよ。たまに自炊するしね」

「そうなんですか！　家政婦さんがいるのかと」

「俺をどういう人だと思ってんの」

　砂川さんが声を上げて笑った。

　彼は遅くまで残業していることも多いし、自炊なんてしているところも想像できない。御曹司ならきっと広いマンションに住んでいるだろうし家政婦がいたとしても不思議ではない。けれど案外庶民的だということは接していくうちに知っていたので、それはそれで納得でもある。

「親が社長なだけで、俺は普通の人だよ」

「そんなことないです。社長は別格として、砂川さんは尊敬できる立派な方です！」

　何せ、こんな私のデザインが好きだとコンペに誘ってくれた人だ。私はそれで救われた気になった。理由はそれだけではないにしろ、御曹司だということを別にして私は砂川さんのことを尊敬していることに変わりはない。

「……ありがとう」

　砂川さんは目をまるくしたあと、最近よく見るはにかんだ笑顔を見せた。

　力を入れすぎてしまったと反省したけれどその笑顔を見てほっとした。

　それからはまたコンペの話に戻って盛り上がり、会社の人と仕事のことを熱く語ることができる喜びを噛みしめる。

　そのまま何杯かお酒を飲み、けっこう時間も経った。ほろ酔いのいい気分になったところで、砂川さんは眠そうな目をしていた。二人とも黙りがちになった時、私はおずおずと紙袋を取り出し彼に差し出した。

「あの、砂川さんこれ……」

「ん？」

「いつもご馳走になっているお礼と、コンペのお礼も含めて……」

　事前に買っておいたチョコの入った紙袋は無事砂川さんの手に渡った。彼の立場を考えて、高級チョコを選んだ。私が好きなブランドのものを、彼にも味わってもらいたかった。

「そんな、お礼は俺がするべきなのに。ありがとう」

「いえ。砂川さんのおかげでここまで来れたので」

　彼には感謝の気持ちばかりだ。こんなチョコだけではお礼にならないくらいに。

「……あのさ、栗山さんは恋人はいる？　言いたくないならいいんだけど」

「え」

　フォローを入れつつの突然の質問には、驚きを隠せなかった。

　砂川さんから恋愛の話をしてくるとは思わなかった。同僚が「砂川さんには恋愛の話ができない」と言っていたのでそういう話はしたくないのだろうと勝手に思い込んでいた。

「いえ大丈夫です。いないですよ」

　聞かれた時に、ようやく同僚に頼まれていたことを思い出した。

　コンペに集中してそれどころではなかったというのもある。確認するならチャンスは今しかない。

「男が苦手だって言ってたしそうかなって思ったんだけど、一応確認しておこうと思ってさ」

「……そう、なんですね」

　砂川さんの言っていることがいまいち理解できないまま返事をした。彼は気遣いの人なので、もしかしたら二人で食事をすることについて気にしてくれているのかもしれない。

　一瞬会話が途切れた瞬間、私はこくりと息を飲んだ。

「あ、あの、砂川さんは……恋人は？」

　これは自分の気持ちじゃない。忘れかけていたけれどあくまで同僚に頼まれたミッションだ。そう思っていても自分の気持ちを自覚したあとなので、声が震えていた。

「いないよ」

　やけにまっすぐこちらを見て、きっぱりとした返事は反応に困る。

「で、でも、別れたばかりとかですか？」

　気まずさを感じてフォローするようなことを言ってしまう。

「彼女がいたのはけっこう前だよ。恥ずかしながら今まで数人としか付き合ったことないんだよね」

「そんな、恥ずかしいことなんてないです！」

　それを言うなら私なんてたった一人だ。しかも大学生の頃なので何年も前のこと。砂川さんとはきっとレベルが違う。

「砂川さんモテそうなのに」

　ほろ酔いのせいか、思っていることを深く考えずに口から出てしまう。

「いやいや、お世辞はいいって」

「そんなことないです！　砂川さんは立派ですし、素敵ですし、女性たちは逆に引け目を感じてなかなか好きって言えないだけですよ！」

　また力が入ってしまう。

　それは同僚の代弁でもあり、私の気持ちでもあった。

　砂川さん相手に、この恋が叶うわけがない。そう思って諦めていった女性は多いはずだ。私も諦めざるをえないところが残念だけれど。

「ありがとう。……栗山さんのそういうところ好きだなぁ」

「え？」

「あ」

　二人の間の空気が固まる。

　でもすぐに、変な意味の「好き」ではないと思い至る。それにしてもこんな人に好きだと言われるなんて幸せなことだ。たとえ私の「好き」とは違っていても。

「あ、ありがとうございます。うれしいです」

　切ない気持ちになりながら笑った。

「……いや、ごめんその」

　砂川さんはなぜか動揺していて、目を泳がせる。それから意を決したようにまっすぐ私を見た。

「言い訳はよくないな。正直に言うと、栗山さんに惹かれてる。最初はもちろんそういうつもりでコンペに誘ったんじゃないんだ。誤解しないでほしい。一緒に仕事をしていくうちに……好きになった」

　言いづらそうにしながらも目をそらさない砂川さんのその顔を見ていると、胸の音がうるさくなる。

　私はなかなかその言葉を信じて飲み込むことができない。からかっているわけではなさそうなのが、また夢を見ているようだ。

「ほ、本当ですか？」

「もちろん。嘘なんかつくわけない」

　勘違いじゃないのかと、何回も言われた言葉を頭の中で繰り返す。でも何度考えても彼は私のことを「好き」だと言った。先ほどのような曖昧なものではなく、はっきりと。

　いつも堂々としている砂川さんが不安そうな顔で私を見ていた。

　その顔を見ていたらすぐに自分の気持ちを伝えなければいけないと思った。

「……私も砂川さんのこと、好きです」

「え、本当に？」

　今度は砂川さんが私と同じ反応を返す。

　私だって嘘を吐くわけがない。私は力強く二度頷いた。

　まさか砂川さんも同じ気持ちでいてくれるとは思わなくて、まだ信じられないけれど自分の気持ちはきちんと伝えたかった。

「改めて栗山さん、俺と付き合ってくれますか？」

　彼は背筋をぴんと伸ばし、真正面から私を見る。私も同じ姿勢で彼を見つめた。

「は、はい」

　迷うことなく、深く考える前に返事をしていた。

　砂川さんは大きく息を吐く。

「……よかった。これからは仕事以外でもよろしく……ということでいいかな」

　私はいまだにぼんやりとした思考のまま、「よろしくお願いします」と頭を下げる。恋愛が久しぶりすぎて、どういう顔をすればいいかわからない。

「じゃあ……ええと、そろそろ行こうか」

　砂川さんもどこか戸惑っているような照れているような、いつもとは違う雰囲気だ。

　なんとなくぎこちないまま席を立ち、会計を済ませて店を出る。外はすっかり暗く、人もまばらだ。

「また払ってもらっちゃってすみません。ご馳走さまでした」

「いえ。また飯行こう」

　今度は恋人として、という言葉が隠れている気がして、なんだかくすぐったい。

「送っていくよ。タクシーだけど」

「え、いいですよ！　方向違いますよね？」

「送らせてよ。恋人なんだから」

「……ありがとうございます」

　砂川さんを相手に『恋人』という言葉が出てくるなんて夢にも思わなかった。そんな甘いフレーズを使われては、断ることなんてできない。

　砂川さんはタクシーをつかまえてくれて、後部座席に二人で乗り込んだ。

　二人並ぶとなかなかの密室に近い距離で、急に緊張感が増す。

　タクシーに乗ってから砂川さんは行き先を告げたあとは口を開かない。なので私も話しかけることはせずに前をぼーっと見たり窓の外に視線をやったりしていた。なんとなく、彼も緊張してるのかなと思った。

「あ、ここです」

　数十分後、タクシーは私のマンションの前で停まり、私一人だけが車外に出た。タクシー代を渡そうとしてもやはり拒否されてしまった。

「じゃあおやすみ」

「おやすみなさい」

　発進するタクシーが見えなくなるまで眺めていた。

　私はまだ信じられない気持ちで、ふわふわしていた。

　家に帰りスマホを見ると、砂川さんからメッセージが入っていた。

『今日はありがとう。ゆっくり休んで。おやすみ』

　ただの同僚とは違ったメッセージに鼓動が鳴った。

　自分の気持ちに気づいたのもつい最近なのに、こんなにすぐうまくいくことってある？

　良いデザインが浮かんだあの夜よりも、眠れない夜になった。









　砂川さんと付き合うことになった次の土曜日、さっそくデートに誘われた。

　約束の日の朝、私はクローゼットの前で頭を抱えている。

「服がない……」

　思えば男性とデートなんて数年していない。社会人になってからは初めてのことだ。あまりに無縁だったのでデート服を準備しなくちゃ、という頭にすらならなかった。友人と遊ぶ服も、仕事に着ていく服もあるけれど、デート用の服がない。

　初デートになるので気合いを入れたかったのに。

　今さら後悔したって遅い。とりあえずクローゼットの中で一番女性らしい服を選んだ。ラベンダー色の膝下スカートと白いブラウスだ。胸が目立たないように、大きめのブラウスにした。メイクも変えたほうがいいだろうと思ったが、失敗したくないのでいつも通りのメイクを施す。






　待ち合わせは駅前の時計台だ。待ち合わせスポットとして有名なのでやはり人が多い。緊張しながら時計台へ向かっていると、すでに砂川さんが待っているのが見えて自然と速足になっていた。

「砂川さん、お待たせしました！」

「いえ。今着いたとこだよ」

　にこりと笑う砂川さんはいつものスーツ姿とは違った柔らかい印象を持っていた。普段のスーツ姿も良いけれど、今日はグレーのストレッチパンツに白のＶネック、それからネイビーのジャケットはいつもよりカジュアルで、よく似合っている。スタイルが良いのでシンプルでもサマになっているのがさすがだ。

　仕事以外ではこういう感じなんだ……とぼんやり眺めてしまう。

「普段の栗山さんはそういう感じなんだね」

「え？」

　私が思っていたことを聞かれて、心を読まれたのかと思った。

「いや。……可愛いと思って」

「っ」

　目をそらしながらも甘い言葉をくれるのは聞き逃さなかった。でも滅多に言われないことにどういう反応を返すのが正解なのかわからなかった。

「砂川さんもやっぱりスーツとは印象が違いますね！」

　誤魔化すように話をすり替えるが、かっこいいです、とは恥ずかしくて口に出せなかった。そもそも、スーツを着ていてもカジュアルでも、この人はいつもかっこいい。

「それは褒めてくれてる？」

「もちろんです！」

　思わずこぶしを握っていた。でも『かっこいい』と言いたかったけれど言葉にはできなかった。

　気合いを入れすぎてしまったのか、砂川さんは呆れたように笑う。

「ありがとう。じゃあ行こうか」

　事前に連絡を取り合った結果、今日のデートプランは映画だ。それから買い物をして、食事。ザ・デートという感じの予定に浮足立つ。と同時に、デートなんて学生以来の大イベントなので、おかしい振舞いをしていないか少し不安だ。

「まずは映画だな。予定通りでいい？」

「はい！」

　事前に予約していた映画は、今話題になっている恋愛映画だ。結末には賛否両論ありながらもその話題性から興行収入を伸ばしているらしい。仕事柄流行は気になるのでその映画にしようとすぐに決まった。

　予約していたチケットを引き取り、飲み物を買ってさっそく中に入った。

　座席に座るまでにすれ違った人たちはおそらく恋人同士だろうという距離間の人たちばかりだ。

　恋愛映画だからだろうけれど、自分もその中の一員なのかと思うと照れくさくなった。

　思いのほか隣の座席との距離が近くて砂川さんのことが気になってしまったけれど、映画が進むにつれてストーリーに夢中になっていく。

　一時間半があっという間に過ぎていた。

　余韻に浸りつつエンドロールまで見終わってスクリーンを出ると、各々が映画の感想をしゃべり始める。私もすぐに砂川さんと話がしたくてうずうずしている。でも今観たばかりの人たちの中で話をするのはなんとなく落ち着かない。

　すがるように隣を見上げると、砂川さんと目が合った。

「カフェでも行く？」

　私は喜んで、二度頷いた。

　買い物をする予定だったショッピングモールに入り、一番近いカフェに入った。

「チケット代を払ってもらったので、カフェ代は私が払います！」

　砂川さんが払う前にお金を出すと、彼は困ったように笑った。

「ありがとう。ご馳走さま」

　カフェ代なんて安いのに私はそれだけで役に立ったような気がしてうれしかった。

　テーブル席に座り、ほっと息を吐いてカフェオレを飲んだ。砂川さんはブラックコーヒーだ。一口飲んだところで、お互いの顔を見る。

「それで……映画、どうだった？」

　その話がしたかった。きっと砂川さんも同じ気持ちだと思う。だからカフェに連れてきてくれたんだろう。でも、肝心な映画の感想が砂川さんと違ったら雰囲気を悪くさせてしまうかもしれない。まだ彼のことをあまり知らないので緊張しつつ口をひらいた。

「私は、賛のほうでした」

　言い方に気を付けた結果の言い方だ。

「よかった。俺も」

「本当ですか！」

　お互いの感想が一致したところで、私は興奮してしまってべらべらと話し始めてしまう。でも一方的ではなく、砂川さんも感想を話してくれるので、さらに盛り上がる。

「すっごくよかったですね……」

　最近見た映画で一番好みだった。賛否あったとしても話題になるだけはある良い映画だった。

「そんな栗山さん初めて見たよ」

「あ、みっともないところを……すみません」

　はしゃぎすぎてしまったかと、縮こまり頭を下げる。

「いや。可愛い」

「っ」

　突然の爆弾に顔が熱くなる。

「赤くなった」

　砂川さんが私を見て笑う。

　馬鹿にしたような感じではなく目を細めて小動物でも愛でているような表情をしている。そんな視線を向けられたことのない私は戸惑うばかりだ。






　落ち着いたところで、本来の目的の買い物に向かうことになった。特に買いたいものはないけれど、ふらふらとお店を見てまわる予定だ。大型ショッピングモールは迷子になりそうなほど広いので見るお店も多い。散歩気分で雑貨屋やインテリアショップをめぐる。特に何を買うわけではないけれどお互いの好みなんかを話しながらの買い物は楽しくて、ショッピングモールは広いのにあらかたまわってしまった。

　見ていないのはファッションフロアくらいだったが初デートで一緒に服を見るというのは私にはハードルが高かった。誰かが待っていると焦ってしまうし、『どっちが似合うか』なんてことも聞ける性格ではない。けれど砂川さんが急にぴたりと立ち止まった。

「あれ、栗山さんに似合いそうだ」

「どれですか？」

　砂川さんが店へ向かい、追いかける。

　そこは女性向けのアパレルショップだった。大人の女性向けで、落ち着いた色の服が多く置かれている。

「これ」

　砂川さんが見せてくれたのは、マネキンが着ているクリーム色のニットだった。

「可愛いですね。すごく好みです」

「試着してみてよ」

「え、でも……」

　好みは好みなのだが、形が不安だ。身体のラインが出るぴたりとした服。胸が目立ってしまうので選ばないようにしている形だ。

「いやだった？　ごめん」

「そんなことはないです！　着ます！」

　砂川さんの期待に応えたい癖がついてしまっているのか、私は反射的に返事をしていた。

「よかった。すみませーん」

　砂川さんは良い笑顔を見せたあと女性店員を呼び、試着がしたい旨を伝えた。

　順調に案内されるままフィッティングルームに入り、今から着る服を凝視する。一応着てみるけれど、サイズが合わないとか理由をつけて彼に見せなければいい。砂川さんが変な目をするとは思っていないし彼のことを信用しているのに、やはり男性の目が変わる瞬間を何度も見てきているだけに怖い。

　クリーム色のニットは半袖のＶネックだ。ぴたりとしていて身体のラインがはっきりわかる。なのに色が落ち着いているからか上品さがあって会社でも着られそうではある。

「……すごく可愛い。でも」

　胸の大きさが強調されている。太って見えるのも嫌だ。それにＶネックなので胸の谷間まで見えてしまう。やっぱりこれは砂川さんに見られたくない。

「お客様いかがでしょうか？」

　脱ごうとしたところで、フィッティングルームの外から女性店員の声がした。

「え、えーと……サイズが」

「栗山さん、どう？」

　サイズが合わないと言おうとしたところで砂川さんから声をかけられる。どことなく弾んで聞こえる声に罪悪感に襲われる。着てしまってから断るほうが難しい。

「……あの、サイズが……」

「大きかった？」

　砂川さんに嘘をつくのは心苦しい。せっかく似合いそうだと勧めてくれたのだから見てもらいたいという気持ちも生まれてくる。

「……やっぱり大丈夫みたいです」

　彼を信じて覚悟を決めた。

　フィッティングルームから出るのは不安だ。もし砂川さんの視線が胸に注がれでもしたら、失望してしまいそうで嫌だ。でもそんな人ではないともわかっている。だから私は砂川さんのことを好きになったんだし、自信を持ちたい。

　カーテンを半分ほど開けると砂川さんと目が合い、すぐにそらす。

「ど、どうでしょうか……」

　砂川さんがどんな顔をしているのか見るのが怖くてうつむいていた。砂川さんが何か言ってくれるのを待つしかない。

「……すごく似合ってる。思ったとおりだ」

「そうですか……？」

　恐る恐る顔を上げると、砂川さんの輝く笑顔と目が合った。

　いつも通りの砂川さんで、変な視線で身体を見たりしていない。心の底からほっとして、少しでも疑った自分を責めたくなった。

「栗山さんはどう？　気に入った？」

「……はい。可愛くてすごく気に入りました」

　それは正直な気持ちだ。コンプレックスがなかったら会社にでも着て行きたいくらいだ。

「すみません、これください」

「えっ!?」

「だめだった？」

「うれしいですけど、でも……」

　着る機会がない。

「次のデート、それ着てきてよ」

　私の迷いを一瞬で断ち切る。そのセリフは私に『着る理由』をくれた。砂川さんと二人きりの時になら、着ることができる気がする。

「そうします」

　断る理由がなくなっただけでなく、楽しみができた。砂川さんは私にとってすごい人だ。

「はいどうぞ」

　会計を終えると服の入った小さな紙袋を手渡される。

「ありがとうございます」

　自分では選ぶことのない服を彼が選んでくれたことがうれしい。私の中の砂川さんに対する気持ちが大きくなっていくのを感じていた。

「そろそろ食事の時間か……」

「お腹減りましたね」

　ショッピングモール内とはいえ結構歩いた。そういえば映画の後にお茶をした程度だ。

「飯行こうか」

「……っ」

　さりげなく手をとられ、動揺で身体が硬くなる。

　隣にいる彼の顔を見ることができなくてうつむきながら歩き出す。

「……ごめん、嫌だった？」

「いえ、そんなことないです！」

　咄嗟に砂川さんを見上げると、彼の顔もほんのり赤くなっていた。

「ごめん。あんまり慣れてなくて」

　慣れてないというのは信じがたいけれど、仕事ができて、男女ともに人気があって、普段はクールに見える砂川さんにそんな顔を見せられると鼓動は高まるばかりだ。

　手に意識をもっていかれたままショッピングモールを出て、駅前の路地に入る。砂川さんの足取りはまっすぐで、すでにお店を決めているんだなとわかった。

　彼が立ち止まったのは薄暗い路地の途中だった。

「ここでいい？　食事もお酒も美味しいよ」

「はい！」

　砂川さんが連れて来てくれるお店はどこも美味しいので心配していない。ただ、ここがお店なのかと疑うくらい外観が不思議だった。全体的に黒い壁でどこが入り口かも探すのには一苦労だ。砂川さんは迷うことなくドアを開けてくれた。重厚な木製のドアの向こうには、薄暗い店内が見える。

「お客様、どなたかのご紹介でしょうか」

　砂川さんが何か言おうとすると、他の店員が奥から顔を出した。男性店員は砂川さんに笑顔を見せつつ、対応してくれた店員の前に立つ。

「砂川様、いらっしゃいませ」

「あ、大変失礼いたしました！」

　あとから出てきた店員が名前を呼ぶのを見て、対応してくれた男性店員が慌てて頭を下げる。

「申し訳ございません。新人なものでして……」

「いえいえ。空いてますか？」

「はい。ご案内いたします」

　一連のやりとりを呆然と見ていた。

　長い通路を歩いていても人の姿は見えなくて両側が個室になっているみたいだった。その一番奥の個室に案内された。普通なら『怪しい』と思うところだけれど一緒にいるのが砂川さんだと怪しいよりも『凄い』という感想が出てくる。

　個室内はゆったりとした空間が作られていた。店内と同様に間接照明が灯されムーディーだ。

　二人きりになったタイミングで私は気になっていたことを砂川さんに投げかけた。

「もしかしてここ、会員制ですか？」

　しかも先ほどの様子を見ていたら店員は砂川さんの顔を知っていた。ということは顔パス？　砂川さんならあり得そうだ。

「そうみたいだね」

　私の驚きをよそに砂川さんは平然としている。

　さすが、御曹司だ。

　社長の息子というわりに庶民的だし接しやすいのでつい忘れてしまいそうになる。

「芸能人も多いみたいだからちょっと閉鎖的かもしれないけど……味はすごくいいよ」

「そんな、とんでもないです。高級感がもう……」

　内装がこういうお店はほかにもあるだろうけれど、独特の雰囲気が普通のお店とは全然違う。全員が秘密を共有しているかのような不思議な空気だ。

　料理のセレクトは彼に任せると、少ししてワインと食事が運ばれてきた。

「美味しい。こんなお料理初めてです……」

　コクのあるワインと色鮮やかな創作フレンチに舌鼓をうつ。見た目だけではどんな味か想像がつかなかったものばかりで食べ進めるたびに驚きと感動の連続だ。

「喜んでもらえたならよかった」

「……でも、こんなお店に来てる砂川さんすごいです」

「たまにだよ。父と来たり接待で来たり、仕事関係ばかりだよ。女性と二人で来たのは初めてかな」

「そう、ですか」

　初めてなんて、そんなはずないと思っているのに喜んでいる自分がいる。

「……栗山さんは確かパスタが好きだったよね。どういう雰囲気の店が好き？」

　難しい質問だ。

　食事内容について考えることはあってもお店の雰囲気を考えたことはなかった。私は少し考えたあと口を開いた。

「不衛生でなければあんまりこだわりはないですけど、高級すぎると緊張するので、程よく居心地の良いところが好きです」

　砂川さんが聞きたい答えになっているかわからず、そっと彼を見た。

「居心地がいいってどんな？」

「ええと……明るい店内より薄暗いほうが好きです。それから、騒がしい所より少し人の話し声が聞こえるくらいが好きです」

　具体的に聞かれると自分でもどういう店を好んでいるのか言葉にするのは難しい。この質問責めは仕事のためだろうかとコンペを一緒にやり始めた頃を思い出した。

「じゃあ、このレストランはどう？」

「ここは会員制なのは驚きましたけど、落ち着いた雰囲気で好きです。個室なので話し声もあまり聞こえないのに、静かすぎないところも好きです」

「なるほどね、覚えておくよ」

「え？」

「あんまり慣れてないから、店選びに失敗してないか心配で」

「そんなことないです！　私一人では行けない素敵なお店ばかりでうれしいです」

　でも、きっとどこにいても居心地良く感じるのはきっと正面にいる人のおかげだ。

「それならよかった」

　安堵した表情を見せる砂川さんに、慣れてないなんて嘘や謙遜だと思っていたけれどだんだん本当なんじゃないかと思うようにもなってきた。

「……どのお店でも砂川さんと一緒なら楽しいと思います」

　私は勇気を出して照れながらも正直に伝えると、砂川さんは目を見開き、少し間を置いて、はにかんだ。

　仕事では見られない砂川さんの顔を見ることができるのがうれしい。好きな人が笑ってくれるだけでこんなに満たされた気持ちになるなんて、今までは知らなかった。






　会話に夢中になっていたらテーブルの上の食事はきれいになくなり、スイーツも食べ終えて食後のワインだけが残った。

「酔ってない？　大丈夫？」

「はい、大丈夫です」

　少し顔が火照っている程度だ。ふわふわとして気持ちがいいくらい。

「心配だから送っていく」

「一人で帰れますよ？」

「だめだよ。今日は栗山さんの家まで近いし、送らせて」

「……ありがとうございます」

　砂川さんに手を取られて私も彼の手を握り返す。ふれ合うことは緊張するものの喜びのほうが大きい。お店から駅までは徒歩十五分程度。電車で二駅、最寄り駅から家までは徒歩十分。

　その時間がやけに短く感じた。

　マンションの前に着くとゆっくり手が離れていく。

「じゃあ、また会社で」

　デートの準備をしていた朝から、一日はあっという間に過ぎた。緊張しつつも最初から最後まで楽しくて、正直なところ離れがたい。でも家に招くとなると終電が心配になってくるし部屋がキレイだという自信がない。

「今日は一日ありがとうございました。楽しかったです」

　砂川さんは黙ったまま立ち去る気配がない。私が家に入るまで見届けてくれるつもりだろうけれど、同じ気持ちだったらうれしいなと思った。

「あの、では……」

「栗山さん」

「は、はい」

　砂川さんの手が伸びて私の手首を掴んだ。優しい力で引かれると、二人の距離が縮まる。彼の視線に絡めとられるように砂川さんから目を離せない。

　見つめ合うままゆっくり近づき、唇がふれた。

　一度ふれて離れていく。目を開くと間近で目が合い、大きく鼓動が鳴った。
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「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　砂川さんの背中を眺めながらキスの余韻でぼーっとしてしまう。

　手をつないだりキスをしたりすると、本当に砂川さんの恋人になったんだと実感する。私は、叫んでしまいたいような学生時代の気持ちを思い出して高揚感がなかなかおさまらなかった。









「栗山さん、ちょっといい？」

「はい！」

　リーダーに呼ばれた勢いで席を立つ。リーダーのデスク前に横に立つと、彼女が私のデザイン案を持っていることに気づいた。

「出してくれたデザイン案だけど」

　ドキリとした。

　コンペ後に提出した別件の仕事でのデザイン案だ。彼女は女性唯一のリーダーで、センスの鋭い彼女からは厳しい意見をもらうことが多く背筋が伸びる。

「……これ、商品のイメージに合っててすごく良いと思う。今度の会議で出してみるね」

　緊張の鼓動が、違うものに変わった。

「……ありがとうございます！」

　私は勢いよく頭を下げる。大げさだったかなと思ったけれどそれほどうれしかった。

「作り方変えた？　なんか前と違うね」

「はい。ちょっとだけ」

　デザインする際の視点が変わった自覚はあったので、そのきっかけとなった出来事は伏せつつも肯定した。入社四年目で今さらながら、手にとってくれる人の顔を想像するようになった。すると今までにないアイディアが出てくるのだ。

「採用されるように私もプレゼンするから」

「ありがとうございます！」

　深く頭を下げて、デスクへ戻る。

　今までにない出来事に静かに高揚している。






　今日は良いことがあった。

　仕事はもちろんそうだけど、ランチの時間にたまには外に出てみようと思いお店を探すもどこも行列。けれど会社近くにある公園にはキッチンカーが何台も来ていた。その中にパスタ屋さんがあったのでパスタを選び、公園で食べた。キッチンカーでパスタなんてめずらしい。出来合いのものを温めただけなのかと思いきや、出来立てのパスタを出してくれて、あまりの美味しさに感動した。

　ご機嫌にランチを終えてフロアに続く廊下を歩いていた。自然と足取りも軽く、午後の仕事も楽しみだ。

「栗山さん！」

　後ろから呼ばれたその声で、私はさらに機嫌が良くなった。

「お疲れさまです、砂川さん」

　会社ではあくまで同僚として。とわかっているのに顔が緩んでしまいそうになる。

　砂川さんはきょろきょろと辺りを見回したあと私に一歩近づく。耳元に顔を近づけられるとキスをした時のことを思い出して鼓動が跳ねる。

「金曜の夜、食事に行かない？」

　内緒話をするかのように、声も小さめだ。

「はい。ぜひ」

　断る理由なんてない。

「ありがとう。店予約しておくからまた連絡する」

　それだけ言って砂川さんはすぐに来た道を戻っていった。パソコンを持っていたし午後から会議があるのだろう。私はまた前を向いてフロアへ戻ろうとした。けれど顔が緩んでいるのを自覚していたので一度レストルームに寄って心を落ち着かせた。

　仕事も恋も順調すぎて怖いくらいだ。









　充実した一週間はあっという間に過ぎ、楽しみにしていた金曜日の夜。

　砂川さんの恋人になって初めて金曜日の夜に食事をする。

　次の日が休み、ただそれだけの理由だろうけれど、なんとなく意識している自分がいた。

　――お泊りとか、あるのかな。

　前のデートではまだ離れたくなかったのに家に誘うことができなかった。また同じ気持ちになった時には家でお茶でもしたい。そのことを考えて、昨日部屋をきれいに掃除した。それから念のために身体の手入れも念入りに。

　大人の男女だし、そういうことになってもおかしくないはず。なんて期待している自分に気付いて一人で顔を熱くさせた。

　砂川さんが予約してくれたのはイタリアンダイニングだ。

　私が、パスタが好きだということから選んでくれたのだろう。しかも個室席もあり、そこに案内された。けれどその個室席というのが、少し狭く、二人掛けのソファ一つだった。

　ちょうど窓を向いてテーブルとソファがあるので夜景が見えて良い雰囲気なのだが、横並びというのは想像してなかった。座ってみるも、隣との距離が近くて妙に恥ずかしい。

「……なんか、恥ずかしいですね」

「そうだね。失敗したかな」

　砂川さんもこんな席だとは思っていなかったのか困惑気味だ。

「そんなことないです。夜景が見えて素敵なお店です！」

「……ありがとう」

　ぎこちないながらも料理とお酒を注文した。

「今週もお疲れ」

「お疲れさまです」

　ワインで乾杯をするために隣をチラリと見るとやっぱりその近さに動揺してしまう。二人の身体の間には少し距離があるのに、それでも近い。砂川さんの様子もいつもと違って見える。

　創作パスタがすごく美味しいはずなのに、砂川さんとの距離が近すぎて集中できない。今までにない緊張感を誤魔化すために話をするよりも料理やお酒に逃げてしまう。

　数時間経過した頃にはもう何杯飲んだかわからないくらいだ。でも一杯目のワインのあとはカクテルばかりだったので度数は低く、すいすい飲めてしまった。

「そろそろ行こうか？」

「……はい」

　席でチェックをして先に砂川さんが立ち上がり、追いかけようと私も立ち上がろうとした時、身体が揺れてふらついた。

「大丈夫？」

「大丈夫ですよ～」

　ふわふわとして気持ちがいい程度だ。そのおかげでもうすっかり緊張しなくなった。

「あ、あれ……？」

　ソファから立ち上がった瞬間眩暈がして、足がもつれてよろけてしまう。そのまま立ち上がっている砂川さんのほうへ身体が傾く。

「うわっ」

　砂川さんが私の身体を受け止めようと手を伸ばす。コンプレックスである大きめの胸が彼の腕に当たってしまった。

「っ！」

　すぐに身体を離すつもりだったのに、それよりも先に砂川さんが私の肩を掴んで勢いよく引き剥がした。

「……あ、ご、ごめんなさい」

　そんなに強く突き離されるとは思わなくて、慌てて謝罪した。寄りかかりすぎて重かったのかもしれない。明らかな拒絶だった。

「……いや俺こそごめん。大丈夫？　酔ってるんじゃないか？」

「い、いえ」

　砂川さんの反応に動揺を隠せない。手をつないだりキスをすることはしたのに、身体がふれただけで強く拒否されるなんて。今の出来事で、お酒でぼんやりしていた頭がハッキリした。

「今日はタクシーで帰ろう」

　店を出ると砂川さんがすぐタクシーをつかまえてくれて有無を言わさず乗り込んだ。後部座席に並んで座るけれど先ほどのソファよりも遠い距離に切なくなる。嫌なことをしてしまったかと不安が広がるばかりだ。

「……じゃあ、気を付けて」

　車内ではろくに会話もなく、私の家の前に到着してしまった。

「はい。ご馳走さまでした」

　タクシーが去って行く。

　最後までぎこちなくて、結局お茶に誘うこともできなかった。

　身体がふれただけであそこまで拒絶されるなんてショックで誘うことなんてできない。

　しかも手をつなぐこともキスもしなかった。そのことが地味にじわじわと痛みになる。

　あれだけ、他の男性に胸を見られたりすることが嫌だったはずなのに、砂川さんに求められないことでこんなに落ち込むなんて。

　期待してしまっていただけに、落差が激しい。






　土日には砂川さんとメッセージのやり取りや電話をしたけれど拒絶されたことについてはとくに言及もなく聞くこともできず暗い気持ちを引きずり、そのまま月曜日に出社すると、明るい魚住さんの声が迫ってきた。

「ねえねえ栗山さんっ！　そろそろ聞いてくれた？」

　挨拶よりも先に興奮気味に聞かれる。

「なにをです……あ」

　咄嗟にそう答えたが、すぐに思い出した。彼女にお願いされていたことを。

　私のぽかんとした顔を見て魚住さんは眉間にシワを寄せる。

「ちょっと～忘れてたの？」

「す、すみませんコンペに夢中で……」

　嘘だ。

　本当は、彼女の有無を聞いた日に恋人になってしまったので魚住さんに答えを教えることができなかった。そのまま自分のことで精いっぱいで忘れてしまっていた。

「なーんだ……もうコンペ提出期限も過ぎたし関わることもないよね？」

「……あ、そうですね」

　今までの私と砂川さんの関係だったらその通りだ。もともと大した会話もしたことがなかったのだからそう思われるのが当然だろう。

「おはようございます」

　噂をしていたらすでに出社していた砂川さんがパソコンを持ってフロアへ戻る。朝からまた会議でもあったのだろうか。忙しいのかなと心配になる。

「おはようございまーす！」

　魚住さんは見つけたとばかりにさっそく砂川さんのデスクまでついていく。彼は普段クールな表情をしているので話しかける勇気があるのはすごい。魚住さんが話しかけると便乗してか次々と女性社員が集まっていく。砂川さんは表情を崩さずデスクに座った。

「砂川さん、今度受付のみんなと食事に行きませんか？」

「え、それは一体どういう飲み会ですか」

　砂川さんはクールな表情を崩して笑った。すると同僚たちの表情も一気に色めき立つ。どれだけモテていようと、彼女は私だ。

　そう自信を持って言えたらいいのだけど、そうもいかない。

　しかも彼女たちはきれいでスタイルも良く、おしゃれでメイクもばっちりしている。たとえ秘密にしていなくてもそんな人たちを相手に言えない。

　砂川さんと恋人同士になったのに私は地味なままだ。デートでさえろくな服を着ていくことができなかった。

　さすがに自覚してしまう。

　私はもっと変わらなくちゃいけない。

















第四章　変わりたい気持ち












　翌週の朝、いつもより身支度に時間をかけた。

　おかしいところはないか、何度もチェックをした。

　土曜日は美容院に行っていろいろな店をまわって服やメイク用品を買った。日曜日はひたすらコーディネートやメイクの練習。たった一日でどうにかなるとは思わないけれど、私は焦っていた。

　砂川さんに求められるような女性になるには、もっと魅力的に、釣り合うようにならなくてはいけない。せっかく奇跡のように砂川さんの彼女になれたのだから自信を持ちたい。

　服装もメイクもいつもとは違うので、落ち着かないまま出社をした。

　いつもは膝下の事務員のようなスカートだが、今日は風になびくフレアなスカート。カットソーもいつもは適当なシャツに大きめのカーディガンだけど、今日は清楚で女性らしいブラウス。髪も下手なりにアレンジをしてハーフアップにした。メイクだっていつもはファンデーションとリップくらいが、アイシャドウなど色を乗せた。

　私にしては大きすぎる変化だ。

　マーケティング部のフロアに行くまでにちらちらと見られているような気がした。いつもの胸への視線ではなくて、視線の感じるほうを見ると目が合う。そんなにおかしいかと隠れてしまいたくなるほどだ。マーケティング部へ入る前に最終確認としてレストルームに寄った。

　するとすでに先客がいた。

　その女性は、先日私のデザイン案を会議で推しておくと言ってくれたリーダーだ。

「お、おはようございます」

「おはよ～って、栗山さん？　なんかいつもと違うね。可愛い～」

「え、本当ですか……ありがとうございます」

「メイク変えた？　服も……」

　近い距離でまじまじと顔を見られる。

　こうやって注目されるのは苦手だ。でも今の私には第三者の意見が必要だ。

「あの、変なところがあったら教えてくれませんか？」

「変なところ？　うーん」

　彼女はさらに私の顔をじっくり見たり、少し離れて全身を上から下までチェックする。その目つきは自分のデザインを見られているようで、相手がリーダーなだけにはっきり告げられるかと思うと緊張感が増す。

「うん。大丈夫……ていうか可愛いと思うよ。栗山さん、そういうの似合うね」

「……ありがとうございます」

　ほっと胸を撫でおろす。

　リーダーなら過剰なお世辞は言わないだろうし、女性がそう言ってくれたら、失敗ではないような気がする。

「で、なに？　心境の変化でもあった？」

「っ、いえ！　ないです！」

「怪しいなあ……」

　今度は違う追及が始まりそうだったので三歩後ずさる。

「ありがとうございました！　では失礼しますっ！」

　逃げるようにレストルームを出た。

　まさか私が砂川さんと付き合っていると知ったらどれほど驚くだろう。心境の変化なんて言えるわけがない。リーダーのお墨付きももらったし、覚悟を決めてフロアに行こう。

「あれ？」

　けれど私の覚悟を、正面から歩いてくる男性が引き留めた。

「ちょっとちょっと、前に声かけたの覚えてます？」

「……あ」

　知らない人だと思い素通りしようとしたが、顔をよく見ると思い出した。

　新商品発表の会議に向かう途中に声をかけてきた男性だ。不躾に胸を見るその表情が嫌だった。今も、彼は私の全身を上から下まで観察するように見ている。さっきリーダーに見てもらった時とはまるで違う視線に気持ち悪くなり、今すぐ立ち去りたくなった。

「俺、営業の崎下さきしたです。君は？」

　社内の人なので名乗られてしまったら私も失礼な態度をとることができない。

「……マーケティング部の栗山です」

「前も可愛いなって思ったけど、なんか変わりました？」

　変わったのは事実だけど、よく知りもしない彼に言われたくないことだ。崎下さんの視線から目をそらすと、彼が笑った気配がした。

「栗山さんね、今度こそ飲み会行きましょうよ」

「い、いえ……」

　まただ。

　どうしてほぼ初対面の相手にこうしつこくできるのか理解できない。

「飲み会嫌い？　楽しいよ。二人で食事に行こうって言ってるんじゃないんだしさ」

　どう断ったらいいか考えていた。

　彼のしつこさから考えて、忙しいとかそういうことは理由にならない気がする。じゃあどうしたら諦めてくれるのだろう。

「知らない人との飲み会はちょっと……」

「俺がいるじゃん」

「そういうことじゃなくて」

　今名前を知ったばかりなのでほぼ知らない人のようなものだ。彼の中で私はもう知り合いの枠に入っているのだとしたらやめてほしい。

「じゃあどうしたら来てくれる？」

　どうしても行きたくないけど断る正当な理由が思いつかない。

「どうした？」

　私が困惑していると砂川さんの声がした。振り返るとちょうど出社してきたらしい砂川さんが険しい表情で立っていた。

「……あ、砂川さんおはようございます」

「おはよう。なんかあった？」

　砂川さんは私を見てから、崎下さんに視線を向ける。

「砂川～、彼女を今度の飲み会に誘おうと思ってるんだけど一緒に説得してくれよ。怪しい飲み会なんかじゃないよなあ？」

　砂川さんと崎下さんは知り合いらしく、フランクに会話をしている。砂川さんの知り合いだったらあまり失礼な態度を取りたくない。でも不安なまま砂川さんを見上げると、優しい瞳と目が合った。

「……まあ、営業とマーケ、他にもいろんな部署が参加するらしいから勉強になると思うけど……」

「そうですか……砂川さんがそう言うなら」

　砂川さんも飲み会のことを知っていたんだ。彼がいるなら参加してもいいかもしれない。

「よし、栗山さんは参加だね。砂川は不参加だもんなー」

「え」

　今聞けてよかった。それなら私は参加したくない。やっぱり断ろうと口を開くと先に砂川さんが否定した。

「……いや、行けることになったから参加するよ」

「まじ？　助かるわ～砂川がいると女子の食いつきが違うんだよなあ。じゃあ二人とも参加ってことで！」

　スピード感のある展開についていけない。

「じゃあメールするから、よろしく～」

　崎下さんは慌ただしく去っていき、二人は取り残される。

「飲み会、断ってたんですか？」

「まあね。でも仕事の都合つきそうだし、参加するよ」

　まだ不安は残るけれど砂川さんがいてくれるなら心強い。

「……ところで、なんか雰囲気変わったね」

「わ、わかりますか」

　誰に気づかれるよりも砂川さんに気づかれることがうれしくて恥ずかしい。少しは砂川さんの隣にいてもおかしくない格好になっているだろうか。

「うん。可愛いけど……どうしたの？」

　さらりと「可愛い」と言われて舞い上がりそうだ。

　でも砂川さんに釣り合うようになりたいから、とはさすがに言えない。

「……なんとなく、です」

「そっか」

　砂川さんはそれだけ言うと背を向けて歩き出す。行き先は同じなので私も彼の背中を追って歩き出す。

「……誰にも、見せたく……な」

　砂川さんが何かぽつりとつぶやいた。声が小さくてはっきり聞き取ることができなかった。

「今、何か言いましたか？」

「いや、独り言」

　砂川さんはこちらを見ずに前を向いたままだ。

　思えば、二人きりになるのは拒絶された日以来だ。さっきは崎下さんもいたので自然と会話ができていたように思えるけれど、いざ二人きりになると妙に緊張する。また拒否されたらどうしようという気持ちから、一緒にフロアに入るのはなんとなく避けた。

　午後には崎下さんからさっそく飲み会のメールが届いた。

　今週の金曜日の夜に飲み会があるらしい。知らない人が多い飲み会は不安があるけれど、砂川さんもいるし、勉強になると言っていたし、デザインの参考になる話ができるかもしれない。

　そう考えれば少しは楽しみだった。












「えー本日はお集りいただきありがとうございます！　営業部、マーケティング部、秘書課など様々な部署からご参加いただけてうれしい限りです。この機会にぜひ出会っちゃってください！」

　イタリアンレストランを貸し切って、想像以上の規模の飲み会が行われている。立食パーティーといった感じだ。

　知り合いがほぼいない中での参加に、私は端っこの席に座って会場の前方を眺めていた。前方の中央には、幹事の崎下さんがマイクを持って嬉々としてしゃべっている。

「食事はビュッフェ形式となっております。テーブルも自由にご移動ください！」

　崎下さんは話をしていた時も思ったけれど、さすが営業なので会話が上手だ。ノリが軽いところは苦手だけど、一緒にいて楽しい人もいるんだろう。現に、崎下さんのまわりには人が多い。

　人が多いといえば、砂川さんのまわりもだ。特に秘書課の女性たちが砂川さんを囲んでいる。

　その光景を見て、やっぱり来るんじゃなかったと後悔していた。

　砂川さんとは席が遠いし、女性に囲まれているので話しかけることもできない。なによりも嫌なのが、ここが出会いの場となっていることだ。

「初めましてかな。営業部の田中たなかです」

「初めまして……マーケティング部の栗山です」

　参加したことはないけれど、まるで婚活パーティーみたいだ。先ほどから代わる代わる男性が現れて、私がうまく会話ができないとわかるとすぐに立ち去る。私は仕事の話がしたかったのに、こんな飲み会なら事前に教えてほしかった。お店がイタリアンレストランだったのが幸いだ。いろいろな種類のパスタがあるので食事を楽しむことができる。

　私は会話を楽しんでいる人たちを後目にいそいそとビュッフェコーナーへ向かう。白いお皿にパスタを三口分くらいずつ乗せていく。トマトにクリーム、オイル系と様々な種類があって食べるのが楽しみだ。みんなが出会いを楽しんでいる片隅で私は食事に夢中なんて、少し空しくなる。

「栗山さん」

「あ、砂川さん。お疲れさまです」

　ようやく話すことができた。自然と口元が緩む。

「大丈夫？　なんか思ってた飲み会と違ったから驚いたね」

「……そうですね」

　私たちは目を合わせて苦笑した。

　気まずいままで終わった食事デートからじっくり話をすることがなかったので普通に会話できているのがうれしい。砂川さんは私の手元に視線を落とした。

「あ、パスタ」

「……はい。いろんな種類があってうれしいです」

　お皿にはパスタしか盛っていないのを見られてしまった。

「あいつイタリアンの店にしたんだな」

「崎下さんですか？」

　砂川さんが頷く。

「ああ。いつもは居酒屋なんかが多いからさ」

「そうなんですね……」

「それに仕事の情報共有的な意味合いが強かったはずなんだけど……あいつなんかあったのかな」

　正直なところ、崎下さんに何があったとかはまったく興味がない。私は目の前の人との恋愛で必死だ。普通に会話をすることができているけれど、以前拒絶されてしまったことはずっと胸に引っかかっている。

「砂川さーん？」

　秘書課の女性陣が砂川さんを呼んでいる。彼女たちは美しく、私なんかが隣にいるよりも彼女たちのほうが相応しく思えてくる。

「……呼んでますよ」

「うん、ごめん」

　砂川さんは申し訳なさそうに眉根を寄せた。

「そうだ栗山さん。帰り、一緒に帰ろう」

「……はい！」

　その一言で、単純にも気持ちは浮上する。

　帰りを楽しみに、残りの時間はパスタを楽しむことに決めた。

　適当なテーブルに食事を持っていくと、私と同じように出会いを求めて参加したわけではなさそうな人たちがコンペの話をしていた。仕事の話ならぜひ参加したい。私はパスタをいったん置いて、一歩踏み出す。

「は、初めまして。マーケティング部の栗山です。コンペのお話されてましたか？」

　声をかけると男女合わせて四人が私のほうを向く。緊張していると彼らは「初めまして～」と気軽に返してくれた。挨拶をするとどうやら彼らは総務部や広報部などさまざまな部署の人だった。私が関わることのない人たちだ。

「コンペ参加しましたか？」

「は、はい！　砂川さんと……」

「砂川さんと？　凄いっすね」

　やっぱり御曹司でもある砂川さんの存在は部署を超えて知られているみたいだ。

「私も参加しましたよ～広報なりにがんばりました」

「広報部の方なんですね」

「コンペなんてめったにないから気合い入りますよね！」

　女性は握りこぶしをぐっと作るので私は自然と笑っていた。

「砂川さんと話したことないんですけど、やっぱりクールな人なんですか？」

「……そんなことないですよ。気さくな方です」

「へー！　意外っすね。仕事できるし厳しい人なのかと思ってた」

「仕事に対して真摯ですね。だからこそ厳しくなる時もありますけど、フォローはしっかりしてくれます。立場上大変かと思いますが、部署のみんなにも好かれてますよ」

　自分の話をするのは苦手なのに、砂川さんの話となるとなぜかすらすらとしゃべることができる。彼の魅力を語るには時間が足りないくらいだ。

「なるほど……印象変わったな」

　男性の反応にうれしくなる。『御曹司』という肩書きがついてまわるだろうから勝手な想像をされて印象を悪くされることもあるだろう。それを阻止することができたかもしれないと思うと、満ち足りた気分になる。

「栗山さんは砂川さんと仲良いんですね」

「ええっ、そんなことは！」

　ない、と断言したくなくて、言葉をとめてしまった。

「……コンペでお世話になりましたから」

　彼らは気づいていないだろうけれど、そう誤魔化した。

　それからも砂川さんの話やコンペの話、お互いの部署の話などパスタのことも忘れて盛り上がった。

　他部署の人と話をすることがほとんどない私にとって、新鮮で貴重な会話だった。それに、砂川さんの話をすることによって自分の気持ちがより明確になった。

　私は砂川さんのことをどんどん好きになっている。

　だからこそ彼に求められたいとも思う。

　最初はどうなることかと思ったけれど、後半は充実した時間を過ごすことができた。






　約三時間の飲み会というよりも婚活パーティーのようなものは終了し、幹事である崎下さんの誘導でそのまま店の外に出る。このまますぐに帰りたいところだけど、砂川さんが一緒に帰ろうと言ってくれたので彼を待っていた。砂川さんといえば、店の外で秘書課の面々に囲まれている。あのままどこかへ行ってしまわないか不安だ。

「香澄ちゃん、来てくれてありがとね～」

「なっ……」

　一人で突っ立っていると、幹事の仕事を終えた崎下さんに声をかけられた。酔っているのかいつも以上に馴れ馴れしい。下の名前を名乗った覚えがないし、仲良いわけではないのに名前を呼ばれて嫌な気分になった。それに、妙に距離が近い。一歩離れると一歩近づいてくる。

「俺さ～彼女と別れたばっかなんだよね」

「そ、そうですか」

　知りたくもない情報を聞かされている。砂川さんに助けを求めようにも、まだ秘書課に囲まれている最中だ。

「ねえ、このあと二人で飲み行かない？」

　二人でなんて絶対に無理だ。私は何度も首を横に振った。

「私は帰りますので！」

　せっかく砂川さんと一緒に帰る約束をしたのに崎下さんに邪魔をされたくない。

「いいから行こうよ～」

「きゃっ」

　生ぬるい身体が抱きついてくる。身体をくるむようにして腕が巻き付いてくるので胸が当たってしまっていて不快感が増した。

　彼の身体を押し返そうにも腕を封じられているので身動きが取れない。

「崎下！」

　砂川さんの聞いたことのないような大きな声が聞こえた。

　険しい表情で近づいてきたかと思ったら、私の身体から強引に崎下さんを引き剥がしてくれた。さっきまで私の身体に巻き付いていた崎下さんの腕を掴んだまま離さない。

「……飲みすぎだ。あっちで秘書課の人たちが呼んでる。二次会の店教えてだってさ」

　険しい表情だった砂川さんはにこりと微笑む。声も穏やかで先ほどの勢いが嘘のようだ。酔っていた崎下さんもさすがにぽかんとしていた。

「おー……。じゃあ香澄ちゃん、今度ね」

　なにが今度なのか私にはわからない。それよりも崎下さんが離れてくれて心底ほっとした。地味な私なんかより秘書課の女性たちと仲良くしていればいいのに。

「大丈夫？」

「……はい。ありがとうございます」

「ん」

　砂川さんがクールな表情に戻った。

　あれ？　なんか怒ってる？

「あいつと仲良いんだ？」

「そんなわけないじゃないですか！　数えるくらいしか話したことありませんよ」

「でも、名前呼ばせてる」

「それは酔った崎下さんが勝手に呼んでただけですよ」

「……そっか。二次会は？」

「行きません」

　砂川さんと一緒に帰ると決めていた。それを彼もわかっているはずだ。

「送るよ」

「あっ」

　まだ会社の人がいるのに砂川さんに手を取られて、歩き出す。誰かに見られたらまずいのに、と思ったけれど崎下さんを含めて他の人たちは二次会の話に夢中になっているようでほっとした。






　駅への道を足早に進み、一緒に電車に乗る。

　十時をまわっているけれど金曜日なだけあって電車内は飲み会帰りらしき人で混雑していた。

「こっち」

「あ、はい！」

　混雑を避けるように端に寄り、守られるように砂川さんが立っている。優しい行動なはずなのに態度がクールなので何を考えているのかいまいち掴めない。やっぱり怒っている気がする。

　会話はなく電車が到着し、当然のように私の最寄り駅で一緒に降りてくれる。

　その間もずっと手はつないだままだ。

　無言のまま私のマンションに着いてしまった。金曜日の夜だけど、さすがにこの雰囲気の中で家に招くことはできない。

「わざわざ家までありがとうございました」

「……ああ」

　砂川さんの様子がおかしい。マンションに着いたのに私の手を離そうとしない。

　俯いて黙ったまま手を強く握られて、砂川さんはそれほど怒っているのかと感じた。

「砂川さん、何か怒ってますか？」

　恐る恐る彼の顔をのぞき込むと、目が合った。感情の読み取れない視線だ。

「栗山さんは……わかってない」

「私、なにかしましたか？」

　唯一覚えがあるのは偶然身体を寄せてしまったこと。あれ以来二人の関係がぎこちない。普通に会話できると思ったらこんな感じになってしまう。

「……栗山さんは悪くないけど、自覚してほしい」

「自覚、ですか」

　どういうこと？

　曖昧な言い方過ぎて理解するのが難しい。私が理解できていないのが伝わったのか、砂川さんが視線をそらした。

「……いや、いいんだ。俺のエゴだ。おやすみ」

　一人で完結してしまい、砂川さんの手が離れていく。そのまま背を向けられて歩き出してしまう。

「え、砂川さんっ！」

　名前を呼んでも彼は振り返ってくれない。

「……おやすみなさい」

　声が届いているわけはないけれど、呟いた。

　あの日から砂川さんの様子もおかしいし、私も彼と以前のように接することができない。なんとなくうまくいかない現状に私はもどかしさを感じていた。ついこの間までは順調だと思っていたのに。









　どうすればいいのかと悶々としたまま週末を過ごし、月曜日。

　今週は砂川さんを食事に誘おうと昨晩決めた。

「おはようございます」

　気合いを入れて出社しデスクにつくと真っ先に魚住さんに声をかけられた。

「あ！　栗山さん！」

「え？」

「おめでとう!!」

　彼女は興奮した様子で挨拶よりも先にそう言った。何があったのかと目をまるくする。

「何がですか？」

「いいからメール見て！」

「は、はい」

　急かされるままパソコンを起動してメールソフトを立ち上げた。すると『新商品デザインコンペ採用者発表』という件名のメールを見つけてドキリとする。震える指でクリックするとメールの本文が表示される。

　一番大きく表示されたコンペ採用者の部分に、私と砂川さんの名前が並んでいた。

「……嘘……」

　信じられなくて何度も読み返すけれど、やっぱり採用者には私たちの名前がある。今日が発表の日だということをすっかり忘れていた。あんなに気合いを入れて参加していたのに、砂川さんとのことで頭がいっぱいだった。

「栗山さん、おめでとう」

　リーダーまでも私の席に来てお祝いしてくれた。魚住さんを見ると満面の笑みを見せてくれている。本人ではないのにこんなに喜んでくれている彼女たちを見て喜びが込み上げてくる。

「……ありがとうございます。あの、砂川さんは……？」

　デスクにはいないし周りを見回しても見当たらない。

　まだ出社してないのだろうか。

「今日は朝から会議だって。栗山さんが来る前に出社してる人でお祝いしてたよ」

「そう、ですか」

　もっと早く出社すればよかった。そうしたら一緒に喜びを分かち合うことができたかもしれないのに。その勢いで二人の関係になにか変化があったかもしれないのに。

　私は、偶然の出来事に期待してしまっているんだと気づいた。

　そうじゃなくて、自分から一歩を踏み出さなくてはいけない。

















第五章　こじれた誤解












　コンペ採用者発表後、砂川さんとはすぐにミーティングをすることになった。社内ではなかなか話す機会がなかったのでちょうどいいタイミングだった。

「……それで、少しだけど修正依頼がきてるからいくつか案を作ろうか」

「はい。色違いなどでいくつか考えてみます」

　二人で作ったデザインが無事採用されることになった。喜びに浸っている時間もなく、慌ただしい時間が始まる。

　コンペで採用されたデザインがそのまま商品になるわけではなく、商品にするためには調整が必要な部分もある。その点をリストアップし、商品として完成に近づけるために話し合いを重ねる。

「栗山さんのことだから考えれば考えるほど精度は上がっていくと思うよ」

「ありがとうございます。がんばります」

　以前ほどプレッシャーを感じない。ただ、考えるのが楽しみなだけだ。

　一時間ギリギリまで使ったミーティングを終え二人で会議室を出る。十五階にある会議室ゾーンから七階のマーケティング部があるフロアへ戻る途中のエレベーターで、二人きりになった。誰にも聞かれることがない今がチャンスだ。

「……あの、砂川さん、金曜日の夜お時間ありますか？」

「あるよ。どうしたの？」

「今度は私のオススメのお店に行きませんか？」

　一応まだ恋人同士のはずなので誘っても問題ないはずだ。ただ拒絶されたことがあるだけに誘うのも緊張する。

「いいね。どんな店？」

　とりあえず嫌がってなさそうでほっとした。

「和食なんですけど、カジュアルに楽しめるお店なんです。和食大丈夫でしたっけ？」

「好きだよ。金曜日行こうか」

「はい！」

　すんなり予定が決まって喜びで顔がほころぶ。すると砂川さんも口角を上げた。

「あとで店メールしておいてよ。俺予約しとくから」

「そんな、私が誘ったので私が」

「栗山さんから誘ってくれたし、それくらいやらせて」

「……ありがとうございます」

「こちらこそありがとう」

「え？」

「いや。金曜日、楽しみにしてる」

「はい！」

　久しぶりに砂川さんの本当の笑顔を見た気がした。

　金曜日、おいしいご飯を食べながら砂川さんとじっくり話をしよう。ちゃんと砂川さんの気持ちも聞いて、このもやもやを晴らしたい。






　仕事とは別の意味で達成感を覚えつつ二人でフロアに戻ると、ちょうどフロアから出ようとしている魚住さんと会った。

「あ、栗山さんお疲れさま～。彼氏が探してたよ」

「……え？」

　彼氏って砂川さんが？

　でも砂川さんは今隣にいる。ちらりと見ると砂川さんも驚いた顔をしていた。

「なんだっけ、営業の……崎下さん、だっけ？」

　突然まったく覚えのない情報を与えられて思考が止まる。

「付き合ってたんだね。だから最近きれいになったのかな」

　勝手に話が進み、私はようやくハッとした。

「そんな、崎下さんはそういうんじゃないです！」

「またまたぁ～」

　彼女は私が照れていると勘違いしたのか、からかう素振りを見せる。

「いや、本当に違います！」

「いいなあ～彼氏」

　彼女はちらりと砂川さんを見た。彼女が向けた視線はアプローチ的なものだろうけれど砂川さんは無反応だ。彼がなにを思っているかわからなくて怖い。

「だから、彼氏じゃありませんって！」

　必死に否定をしてもどうしてか信じてくれない。

　一体私がいない間に何があったのか。

　隣には本当の彼氏である砂川さんがいる。この人だけには誤解されたくない。砂川さんは黙ったまま自席へ戻ってしまった。今この場で彼に誤解だと説明することはできない。それに、勘違いだということはわかってくれているはずだ。

　それでも気になった私は念のためランチの時間に、砂川さんにお店のＵＲＬと崎下さんのことは勘違いだと伝えたメールを送ったけれど、「了解。ありがとう」と一言だけだった。別に普通の返信なのになんとなく不安が広がり、ランチ明け前に慣れない営業部へ顔を出した。

　マーケティング部とは雰囲気が違ってざわついている。慌ただしく人が行き来し、外出している人も多そうだ。私は一番手前に座っていた女性に声をかけた。

「あの、崎下さんはいらっしゃいますか？」

「崎下は午後から金曜まで出張ですね」

「出張、ですか」

　本当なら食い違いがないように直接話したかったのだけれど、居ないのなら仕方ない。

「なにかありましたか？」

「いえ、大丈夫です。ありがとうございました」

　私は諦めてフロアに戻るしかなかった。出張中でもメールは確認するだろうからメールで聞こうかと考えたけれど社内メールを使うには憚られる内容だし、崎下さんが彼氏だと勘違いされたことくらいで急いでメールをするようなことじゃない。砂川さんに聞かれたからといって慌てすぎたことに気づき、冷静になった。









　不安な気持ちを抱えたままで、金曜日が早く来ないか待ち遠しかった。

　今日は新商品のデザイン案を砂川さんに見せる日だ。メールの素っ気ない返信のこともあり彼の態度が気になっていたけれど、実際会うといつも通りでほっとした。

　修正案を砂川さんに見てもらうと、彼は頷いた。

「うん。すごくいいと思う」

「よかったです」

「色は何パターンか用意しておいて、これで提出しようか」

「はい！」

　スムーズに話が進み安堵した。一時間の会議を設定していたが、はやく終わりそうだ。

「……そういえば、崎下、前の彼女と別れたんだってな」

「え？　あー……そうみたいですね？」

　そういえば飲み会の日にそんなことを言っていた。だからといって私に関係がないので突然砂川さんに話題に出されて戸惑った。

「知ってたんだな」

「え？　あ、いや！　たまたま飲み会の日に言ってただけです」

　砂川さんの様子がおかしい。私は慌ててそう言ったけれど言い訳のように聞こえてしまったかもしれない。砂川さんは神妙な顔のままだ。

　彼はやっぱり誤解したままなのだろうか。

　でも私は砂川さんのことしか考えていない。私の気持ちはわかってもらえていると思っていた。

「悪い、次の会議があるから先に行く」

「え？　あ、はい……」

　様子がおかしいままだ。呆然と彼を見送ってしまったけれど、仕事だと言っている人を呼び止めることはできなかった。









　金曜日、さっそく崎下さんに確認しようと始業前に営業部に顔を出した。すると崎下さんは午後からの出社だと告げられ、諦めた。ランチの時間にも営業部を覗いたが、崎下さんは見当たらなかった。会わない日が続くとここまで必死になることでもないか、と思うようになってくる。

　それよりも今日は砂川さんとの食事の日だ。

　最近忙しい砂川さんとはミーティング以来社内でもあんまり会うことがなかったのでゆっくり二人で過ごせる時間だ。崎下さんのことに気を取られている場合じゃない。ちゃんと崎下さんのことは誤解なのだと説明して、私の気持ちをもう一度伝えたい。

　私は砂川さんのことだけが好きなのだと。






　仕事を終えてレストルームでじっくりメイクを直しエレベーターで一階ロビーへ降りる。するとロビーのソファに見覚えのある人物が座っていた。

　崎下さんだ。

　はやく話がしたいと思っていたのに砂川さんとのデート前に時間を取られたくない。でもデート前に解決しておくほうが気持ちはスッキリするかもしれない。声をかけようか悩んでいたら、ソファから立ち上がった崎下さんと目が合う。彼はまっすぐ私に向かってきた。

「おつかれ。香澄ちゃん探したよ。フロアにいないからさ～」

　探したのはこちらのほうだ。金曜日まで悶々としていて長かった。

「はい、出張お土産」

「あ、ありがとうございます」

　小分けされたお菓子を手渡される。仕事で関わったわけでもなく、何回か話したことがある程度の私にまでお菓子を配っているなんて、マメな人だ。

　声をかけられたのなら今のうちに決着をつけておきたい。

「あの、同僚になんか変な噂されてるんですけど。私と崎下さんが付き合ってるとか言われて……」

「ああ、付き合ってるなんて言った覚えないよ。ただ香澄ちゃんとデートの約束をしに来たって話しただけだよ」

「……その言い方だったら誤解されちゃいますよ」

　恋人だとはっきり言ってはいないけれど「デート」と堂々と発言したら誤解されてもおかしくない。

「いいじゃん。近い将来そうなるかもしれないし」

「……え？」

　絶句してしまう。

　そんなことあり得ない。私は彼に対して好意のない態度をとっていたはずだけど、どうしてそういう話になっているのだろうと理解できない。

　私は砂川さんのことが好きで、砂川さんの彼女だ。もういっそのこと砂川さんとのことを言ってしまったほうが話が早い気がしてきた。

「私には……っ！」

　手をぎゅっと握りしめた時、崎下さんの視線が私の後ろを見た。

「おー砂川おつかれ～」

　後ろを向くと砂川さんがいた。お店で待ち合わせのはずだったけれど会社を出るタイミングが同じだったみたいだ。今の会話を聞かれていたのかと焦る。

「……おつかれ」

　砂川さんと目が合うけれど、すっと逸らされる。

「じゃーな砂川～。ねえ香澄ちゃん、この前は二人になれなかったから今日飲みに行かない？　お気に入りのバーがあるんだよね」

　崎下さんは砂川さんの存在を無視して話を進める。

「ひゃっ！」

　私が断りの返事をする前に、砂川さんの目の前で腰を引き寄せられた。

「行こ行こ～」

「や、やめてください！」

　好きでもない人にふれられるとぞっとする。身を捩るけれど崎下さんの手は離れない。

「おい崎下、いい加減にしろ。ここは会社だぞ」

「……はいはい。砂川は真面目だねえ。でも香澄ちゃんを口説いてるから邪魔しないでくれる？」

「っ」

　砂川さんがぐっと奥歯を噛みしめる。その顔を見て私の中の覚悟が固まった。

「あ、あの、私彼氏いますから！」

　ようやく言うことができた。相手が誰かを言わなければ砂川さんにも迷惑はかからないはずだ。

「え？　またまた～」

　崎下さんはへらへらと笑う。私は怒りのようなものさえ込み上げてきた。

「だから、離してください」

　できるだけ険しい顔で崎下さんを睨んだつもりだ。でも彼の手が離れない。これ以上どうしたらいいのか思案していると、砂川さんが一歩前に出て崎下さんの腕を掴んだ。

「香澄が嫌がってる。セクハラで上に報告するか？」

「……」

　崎下さんがハッとして真剣な面持ちになる。私は砂川さんの新たな一面に驚いていた。砂川さんの低い声、鋭い視線。私は彼がここまで怒りという感情を剥き出しにしているのは見たことがない。

　しかも、私の名前を呼び捨てにした。

　ということは、二人の親密を表す。さすがの崎下さんも気が付いたようで、私の腰から手を離した。

「ああ、彼氏ってそういうこと。……はいはい悪かったよ。おつかれ～」

　崎下さんはため息を吐いて、そのまま社内へ戻るエレベーターホールへ向かっていった。帰るわけではないらしい。

　二人残されても砂川さんはまだ崎下さんの背中を睨んでいた。

「……あの、またご迷惑をかけてしまってすみません。私がもっとはっきり断らないといけないのに……バレちゃいましたよね」

　秘密にしようと言っていたのに崎下さんにバレてしまったらすぐに広まりそうだ。

「それは問題ない。……それより、香澄は自分の魅力を全然わかってない」

　砂川さんは右手で顔を覆い、深くため息を吐いた。

　怒っている。彼の怒りは崎下さんに対するものだと思っていたけれど、私への感情だったのだろう。

「あんな奴に二度もさわらせないでくれ……」

　私だってさわってほしいわけじゃない。

　はっきり断れない私が悪いとわかっているけれど、迷惑をかけて怒られているわけではなくて「さわられないで」と怒られているのが今の私には納得できない。

　砂川さんは拒絶したくせに。

「……それなら、砂川さんはどうしてふれてくれないんですか？」

　私が責めるような言い方をしたので砂川さんは目を見張った。予定より早まったけれど私は彼の目をじっと見て答えを待っていた。

　しばらく見つめ合ったあと、砂川さんがそっと視線を外す。

「場所を変えようか」

　ここは会社のロビーだった。

　会話までは聞かれていないだろうけれど、ちらほら視線を感じる。崎下さんがいた時も揉めている様子は気づかれていただろうし、きっと注目の的だ。

「行こう」

「あ……」

　まだ会社の人がいるというのに手を取られて、私たちは逃げるように会社を出た。






　手をつないだまま、予定していた和食屋さんに向かうことになった。予約をしていたのでキャンセルをすることは考えられなかった。この空気のままで大丈夫かと心配になったがお店へ入り席に着くと、砂川さんは落ち着いた様子で頭を下げた。

「……さっきはごめん」

「あ……私こそ、あんな場所ですみませんでした」

　私も彼と同様頭を下げる。

「『ふれてくれない』って、あの時のことだよな？」

　砂川さんもちゃんと覚えがあるらしい。

「はい。私の身体がぶつかって……その、拒絶された気がして」

「栗山さんが気にしてると思わなかった。ごめん」

　砂川さんはもう一度頭を下げる。顔を上げると真剣な表情だ。

「いや、拒絶したかったわけじゃないんだ。一応理由があって……」

　その時、きゅう、と私のお腹が鳴った。

　深刻な雰囲気になりそうなところで間抜けな音。私と砂川さんは目を合わせて自然と笑っていた。

「まずは、何か食べようか」

「はい」

「なにかオススメある？」

「ここは炊き込みご飯がすごく美味しくて、あとはお豆腐料理が絶品です！　あとお魚料理も捨てがたいです」

　一度来たことがある私はメニューを見せてプレゼンをした。このお店は出汁が絶品で、どの料理にも活かされているから基本的にどれを注文しても美味しいはずだし、私もすべてのメニューを制覇したわけではない。にしてもすべてを食べられるわけじゃない。

「気になったの全部頼もうか」

「え、でも食べきれますかね」

「大丈夫。俺も腹減ってるから」

　気を遣ってくれたのかもしれないけれど、砂川さんはお腹をさすった。

　砂川さんの言う通りに気になるものを注文した。炊き込みご飯やお刺身、揚げ出し豆腐や牛すじの煮込みなど盛りだくさんだ。

　先ほどまでの会話はいったん忘れることにして、食事を楽しむことにした。

　やっぱり砂川さんと過ごす時間が好きだ。

　このまま一緒にいるだけでいい、と思えたらいいのだけど好きだからこそ、ふれ合いたい。今まで男の人にそういう目で見られるのが嫌だったのに、砂川さんにだけはそうは思わない。だからこそ拒否されたことがショックだった。






「美味しかったですね」

「うん。どれも美味しかった。いい店を教えてくれてありがとう」

「よかったです。ご馳走になっちゃってすみません」

「いいって、彼氏なんだから」

　まだ彼氏でいてくれるんだとほっとすると同時に、砂川さんの表情が変わり、鼓動が揺れた。

「それで……」

　言いづらそうだけど、覚悟を決めた顔をしている。

「……この話をしたら栗山さんは俺から逃げるかもしれないけど、話しておかなければいけないことがある」

　真剣な視線でそう切り出され、私は姿勢を正して息を飲んだ。

「……このあと、俺の家来てくれないかな」

　その言葉は、甘い意味を含むものだとは思えない言い方だった。

「変な意味じゃなくて、人のいないところで話したいと思って。帰りは送るよ。それか俺の家が嫌だったら栗山さんの家でもいい」

「……いえ、わかりました。お邪魔させてください」

「ありがとう。じゃあ行こうか」

　いったいどういう告白が待っているのだろうと緊張しながら、タクシーで砂川さんの家に向かった。






　到着してタクシーから降りると、首が痛くなるほど見上げる高層マンションの前だった。

「こっち」

「え、あ、はい」

　ここに住んでるの？　と動揺しながらマンションへ入っていく。

　セキュリティがしっかりした入り口に、広々として高級ホテルのようなエントランス。奥にはコンシェルジュルームも見えた。

　エレベーターに乗るとどんどん上昇していく。こんなに階数ボタンのあるマンションに入るのは初めてだった。階数ボタンを見るに、ここは地上四十六階建てのマンションらしい。降りたのは、なんと最上階だ。エレベーターを降りると静かな通路に靴の音が響く。

「どうぞ」

「……お邪魔します……」

　私の家とは比べ物にならないほど広い玄関に、廊下があって奥にはリビングだ。リビングだけで私の部屋何個入るんだろうと思うほどだった。

　その広さにも驚いたけれど、砂川さんがカーテンを開けた時に広がった景色に釘付けになった。

「わ、景色すごい……」

　私は思わず窓際へ向かう。ちょうど夜景が輝き始める時間だ。家から見える景色とは思えないほどの絶景が広がっている。

「栗山さん、コーヒーでいいかな」

「は、はい！」

　景色にうっとりしていると窓に映る砂川さんはスーツのジャケットを脱いで腕まくりしていた。そのラフな姿にドキリとする。

　砂川さんの家に来ちゃったんだ。

　話をするためだとわかっていても意識してしまう。

　私は高級感のあるソファにちょこんと座り、今度はきょろきょろと部屋を眺めてしまう。こんなに広いマンションで一人暮らしをしているなんて、やっぱり砂川さんは格が違う。こういう面を見るたびに挫けそうになっていく。

　コーヒーを持ってきた砂川さんは、私の隣に座った。彼の体重でソファが沈むだけでドキドキする。マグカップを受け取ると、甘いミルクコーヒーを作ってくれていた。一口飲んで心を落ち着かせようとするけれど、砂川さんの家にいるというだけで緊張する。

「……栗山さんが気にしてたことについてだけど」

「はい」

　ごくりと息を飲んだ。

　砂川さんの目を見て言葉を待つ。彼の視線はまだマグカップに落とされたままだ。なかなか続きの言葉が出てこないけれど私は根気よく待った。

　砂川さんは息を吸って吐いてから、私の目を見た。

「……実は俺……経験がないんだ」

「……え？」

　経験ってなんの？

　まずそう思った。

　それから、砂川さんが顔を赤くしているのでそれが「女性経験」だということにすぐに気が付いた。

　もっと深刻な話かと思っていたから唖然とする。

「学生の時から男子校で勉強ばかりしてて、社会人になってからは仕事一筋だった。彼女ができたこともあるけど、俺の肩書きが気に入る女性が多かったり、ブランド物を強請ねだる女性ばかりでそこまでの関係にはならなかった。それで、そのままこの歳」

　彼は自嘲気味に笑う。

「そう、だったんですね」

　意外な事実に私はそう言うことしかできない。

「幻滅したよな。いい歳して」

「いえ、そんなことないです！　ただ会社ではそんな風には見えなかったです」

　砂川さんは女性に人気もあるし経験なんてすぐにでもできそうなのに。驚きはしつつも引いたり幻滅したりはしない。環境がそうさせたのだと同情するくらいだ。御曹司という立場によってお金や地位目当ての女性が群がったに違いない。

「だから慣れてなくて……意識するともうだめっていうか、栗山さんの……その」

　拒絶された時のことを思い出す。

「……胸がぶつかっちゃったのが驚いたんですね」

「……悪い」

　砂川さんはうなだれる。

　なんか可愛く見えてきた。

　成人の、しかも年上の男性に思うことではないかもしれない。

「でも、手をつないだり……キスは大丈夫なんですね」

「ああ。俺も驚いたよ。迷いよりもしたいっていう気持ちが大きくなったらしい」

　砂川さんの手が、膝に置いていた私の手に重なる。その大きな手にふれられるとドキドキするのにうれしくて離してほしくなくなる。その手をきゅっと握られた。

「栗山さん、こんな俺でもいい？」

　人気があって、仕事もできる砂川さんがこんなに自信なさそうな目をするなんて。彼にとって大きなコンプレックスだったんだろう。コンプレックスといえば、私にもある。それを今話しておきたい。

「……私も、秘密にしてたことあります」

「どんなこと？　まさか崎下のこと」

「そんなわけないです！　あの人はただの迷惑な人です！」

　酷い言い方をしてしまったかなと思ったけれどこれでいい。砂川さんに余計な心配をかけたくないし不安にもさせたくない。

「……そうか、よかった」

　砂川さんがほっと息を吐いてくれたので、私も安心した。

「そうじゃなくて……」

　彼が正直に話してくれたから、恥ずかしくても知ってほしいと思える。

「男性が苦手って話しましたけど、本当は違うんです。男の人に変な目で見られるのが嫌、というか……」

　大学時代、友人にコンプレックスの話をしたら嫌な顔をされた。それ以来誰にも話せなかったことだ。

「……胸が、コンプレックスなんです。学生時代から男の人に見られてるって思うと気持ち悪く感じちゃって」

　自分で口にすると、自意識過剰なんじゃないかと思えてくる。砂川さんも大学時代の友達のような反応だったらどうしようと一瞬頭を過るが、もう遅い。

「こんなの自意識過剰ですよね」

「……いや、わかるよ。俺も似たようなものだ」

　彼に幻滅されていないことが私を安心させた。

「だからいつも大きめの服着てたんだね」

「……気づいてたんですね」

「でもそうやって目立たない格好をしていた栗山さんは俺にとって安心できる存在だったよ。だからこそ一緒にいるうちに好きになったんだと思う」

　コンプレックスの塊だった私は、砂川さんという存在に救われた。

「そうだ。なんで急に服装変わったの？　それがすごい気になってた」

「わからないですか？」

　砂川さんは不貞腐れたような顔をして頷いた。これは本当にわかっていない顔だ。

「……砂川さんと釣り合うようになりたかったんですよ」

　服もメイクも全部砂川さんがきっかけでしかない。今となっては服やメイクの問題ではなかったのだとわかる。

「普段通りの栗山さんでいいのに。……むしろ、他の男に見られたくない。崎下がさわってんのもすごい腹立ったし」

　崎下さんから何度か助けてくれたけれど、毎回怒っていたように思う。

「嫉妬してくれたんですか」

「当たり前だろ。もう他の男にさわらせない」

　思い出したのか怒った表情を見せたので、私は彼の手を握り返した。

「私も気を付けます。ふれられるのは砂川さんだけがいいから」

「……栗山さん、好きだよ」

　手は握ったまま、片方の手が頬に優しくふれる。

　ゆっくり近づいて自然と目を閉じ、唇が重なった。

　唇が離れて瞼を開くと、熱い眼差しと目が合う。

「……また、名前で呼んでほしいです」

　会社のロビーで名前を呼んでくれたことがずっと頭に残っている。うれしかったけれどあの時は余韻に浸っている余裕がなかった。

　もう一度じっくり聞きたい。

　私は強請るようにじっと砂川さんを見つめる。砂川さんはわずかに視線を揺らし、もう一度私を見た。

「……香澄」

　小さい声だったけれどはっきり聞こえた。

「うれしいです……大樹さん」

「……っ」

　私も同じように名前を呼ぶと、大樹さんは驚いた表情を見せた。それから目を細めて再び唇が重なった。一度で終わるかと思っていたキスは二度三度と続く。

「ん、は……」

　次第に呼吸が苦しくなって、熱い息が漏れる。口を開いた隙に大樹さんの舌が咥内に入ってくる。歯列をなぞり舌が絡まる。甘い刺激に大樹さんへ手を伸ばそうとすると彼の手にとらえられ、指が絡む。

　今までにないほどの濃厚なキスが止むと、濡れた目が私を見つめていた。

「……香澄に、もっとふれたい」

　それがこの先へ進みたいと言っているのだとわかった。ついさっき彼のコンプレックスを聞いたばかりなので諦めかけていたのに。

「いいんですか？」

　私が聞くと、大樹さんは笑った。

「俺のセリフだよ」

















第六章　コンプレックスの終わり












「……お待たせしました」

　シャワーを借りて、大樹さんに借りたＴシャツとハーフパンツを着て、彼が待つベッドルームのドアをそっと開けた。

　同じくシャワーを浴びたあとの大樹さんが姿勢よくベッドの淵に座っていた。初めて入る大樹さんのベッドルームは他の部屋と同じようにシンプルだ。黒で統一されたベッドとサイドテーブルのみで必要最低限の家具しかない。明かりもスタンドライトだけで部屋を暗くしてくれているのがほっとした。

　一応経験があるけれど、大学時代の彼氏以降ずっと一人だったので久しぶりの緊張感がある。素肌を見られることも慣れていない。

　当然、大樹さんからも緊張が伝わってくる。

「なんか改めると恥ずかしいね」

　私も鼓動を鳴らしながら大樹さんの隣に座り、彼の顔を窺う。

「無理してないですか？」

「するわけないよ」

　大樹さんはくすりと笑い、私の手を握る。

「それより香澄は大丈夫？」

　緊張しているだろうに私のことを心配してくれる大樹さんが好きだ。

「……私は、したいです」

「うん。俺も」

　大樹さんのあたたかい手が私の頬を包んだ。近い距離で見つめ合い、彼の目が細まる。その微笑みにきゅんと胸が鳴り、目を閉じた。

「……ん」

　形の良い唇が角度を変えて何度もふれ、さらに求めるように自然と舌を絡め合った。

　キスをしながらゆっくりベッドに押し倒される。

　覆いかぶさる大樹さんを見上げた。目が合うと、苦笑する。

「すごい緊張してる」

「私もです」

　大樹さんの首の後ろに手を伸ばして彼を抱きしめた。慣れないと緊張している彼がひどく愛おしくなった。身体がぴたりと密着し彼の鼓動と私の音が重なる。

「……なんか、気持ちいいな」

　大樹さんは息を吐きながら呟いた。

　抱き合っているだけなのにこんなに満たされるのはどうしてだろう。とはいっても、好きだからこそさらに求めてしまう。

　顔を上げた大樹さんは仕事の顔でもデートの時の顔でもなく、男の顔をしていた。

「舌、出して」

　甘い言葉に導かれるように言うことをきいた。

　舌をちろりと出すと、すぐに大樹さんの舌がふれる。舌を出したまま絡まっているいやらしいキスに下腹部がジンと熱くなる。

　そのまま舌先は咥内に入り、深く奥まで味わう口づけに変わっていく。奥から舌を絡め、吸い上げる。お互いの唾液が混ざりくちゅくちゅとなまめかしい音が響く。

「んっ……！」

　キスをしたまま大樹さんの手が遠慮がちに胸にふれて鼓動が跳ねた。

　大樹さんが私の胸をさわっている。それだけで熱を持っていた身体はさらに奥から燃え上がる。

「あ……」

　Ｔシャツの中に入ってきた手は、お腹を撫で、ブラジャーの上から胸にふれる。後ろに回った手はブラジャーのホックを外した。胸の大きさが気になる私は小さく見えるブラジャーを使っているので、外されてしまうとボリュームが増してしまう。

　コンプレックスであるこの胸に恥ずかしさを感じつつ彼に身を任せた。

「服、脱がしていい？」

「……はい」

　Ｔシャツを脱がされ、中途半端に引っかかっていたブラジャーも取られる。暗がりでよく見えないとわかっていながらも胸を手で隠した。

「……やばいな」

　上半身裸の私を見下ろし、大樹さんがごくりと喉を鳴らす。興奮している顔を見て私も身体が奥から熱くなる。彼が自分を求めてくれるだけでこんなにうれしい。

　きっと、大樹さんが私の身体だけではなくて中身も見てくれているからだ。

　あれほど男性を拒否していたのにこんな人に出会えるとは思っていなかった。

「……大樹さん、好きです」

　込み上げてきたものを言葉に変えた。

「俺も好きだよ」

　大樹さんはすぐに同じ気持ちを返してくれる。

　優しく手を取られてベッドに縫い付けられた。胸があらわになり隠すことができなくて、羞恥から目をそらした。何も起こらないのでちらりと見上げると大樹さんは私を見下ろしたままじっとしている。

「あんまり見ないでください……」

「きれいな香澄を焼き付けさせてよ」

　じっと目を離さない。大樹さんに見られていると思うだけで奥が疼き腰が揺れる。

「大樹さん……っ」

　見つめられたまま放置はつらい。涙目で訴えると大樹さんの喉が上下する。大きく深呼吸をしてからまた覆いかぶさってきた。

　ちゅ、と小さいキスを繰り返しながら大樹さんの手が私の素肌を撫でる。少しくすぐったいような、それとはまた違っているようなおかしな感覚だ。

　腰やお腹を撫でていた手はゆっくり胸へと向かう。大きなふくらみを包み、指を沈める。彼が私の胸をさわっている事実が私を興奮させる。

　両手を回すように動かされると同時にぷくりと浮き上がった先端を指の腹で撫でられると明確に形づいていく。敏感にピンと張った乳首を転がされると息が漏れた。

　両方の胸の先端を大樹さんの指先が虐めるたびに身体が勝手にびくびく動く。

　先端を虐めながら大樹さんがゆっくり顔を近づけて胸のふくらみにキスをする。徐々に中央に近づいてきて、尖った頂きにふれた瞬間身体が跳ねた。

「あっ……！」

　指先とは違う刺激に声が上がる。優しくふれているだけなのに濡れた感覚でこんなに感じてしまうなんて。

　そのまま大樹さんの舌が胸の先端を舐り、甘く噛む。その瞬間びくんと腰が揺れた。優しい舌つきだったのが強い刺激を与えられて声が上がる。

「んっ！　……は、ぁ」

　私が声を上げるほど大樹さんの舌や指が荒々しいものになる。先端を吸われたり歯を立てられたり緩急をつけた刺激が襲う。熱い息が素肌にかかって、彼も興奮しているのかとうれしくなった。

　さんざん敏感な部分を弄られ、下腹部が熱い。身体の奥から熱い蜜が溢れているのがわかる。でもふれてくれないもどかしさに太腿をこすり合わせた。

「こっちも、さわっていい？」

　私の反応を見たのか、大樹さんが内腿を撫でる。

　いちいち確認をしてくれるところが可愛い。私が素直に頷くと、大樹さんの手がショーツを脱がしていく。身体を見られてしまうのは恥ずかしいのにそれよりも大樹さんを求めていた。

　大樹さんの手がそっと秘部にふれた。

　柔毛をかき分けて中を開かれるといやらしい粘着質な音が聞こえた。自分の身体なのにこんなに濡れてるんだと驚いてしまう。

　足の間に大樹さんの身体が入ってきているので足を閉じられない状態で彼の指が隠れた花芯にふれ、身体が大きく反応する。

「香澄、気持ちよさそう。ここ？」

「や、だめ……あっ」

　花芯を指でくりくりと弄られて腰が揺れる。もどかしかったのにいざふれられると強い刺激に腰が逃げそうになる。でも大樹さんは私の反応を楽しんでいるのか逃がしてくれない。

　私は彼の顔を見る余裕もなくなっていた。

「こっちも気持ちいいもの？」

　そう言いながらくちゅくちゅと音を立てて濡れた蜜口へ指が入ってくる。久しぶりのその場所は狭いながらも彼の指を受け入れた。

「あっ……大樹さん……」

　中に入ってきた太い指は私の中を探るように動く。その間も私の顔を見ているのが恥ずかしくてたまらない。彼を目隠ししたいところだけど手が届かないので自分の顔を覆った。

「こら」

「だ、って……」

「可愛い顔を見せてよ」

　大樹さんの手が私の手を退けてしまう。きっと赤くなっているだろうしせっかく薄くメイクをし直したのにきっと溶けていそうだ。そんな顔を見られたくない。

「よかった。気持ちよさそうだ」

　私の顔がぐちゃぐちゃなのは気にせず、大樹さんはうれしそうに目尻を下げる。様子を見ながら中に埋めた指を動かしていたけれど私の顔を見て安心したのか、彼は指を二本に増やし中を行き来し始める。指が動くたびに濡れた音が聞こえてきて次第にそれが大きくなっていく。

　中に指を出し入れしながら、隠れた花芯を指先で転がし始めた。ぞくりと背筋が震えた。同時にされるとまともに思考が働かなくなる。

「や、あっ、あ！」

　与えられるいくつもの刺激に限界を感じて私はとっさに手を伸ばした。

「ま、待ってください」

「ん？」

　大樹さんの指がぴたりと止まる。

「ほ、ほんとに大樹さん初めてですかっ」

「え？　なんで」

　彼は目をまるくする。

「だって、なんか……っ」

　大学時代の彼氏も初めて同士だったけれど、もっと必死で獣のような感じだった。大樹さんは緊張していたくせにどこか余裕があり、悔しいくらい私のほうが翻弄されている。

「ああ、観察力とかは鋭いからかな」

　そう言いながら大樹さんの指が私の中を刺激する。

「あ、だめ、いっちゃう」

「いいよ」

　優しい声が落ちてくる。なのに彼の指先は私の敏感な場所を意地悪に責め続ける。

「あ、ぁ――んっ！」

　腰をのけ反らせて達してしまった。何度か痙攣し、ベッドに脱力する。

「は、ぁ……は」

　呼吸を整えつつ、私は恥ずかしさから自分の顔を両手で覆った。

「……なんか、ずるいです」

「どうして」

「大樹さん、初めてだって言ったのに……」

　大樹さんの手によって簡単に達してしまった。こんなはずじゃなかったのに。

「初めてだからがんばろうと思って」

　彼がにこりと微笑んだのが指の隙間から見えた。また手をとられてあっさり顔を見られてしまう。

「とはいえ、俺も余裕ないんだけどね」

「……あ」

　視線を落とすと大樹さんの下腹部は服の上からでもわかるくらい膨らんでいた。男性の欲望を目の当たりにして鼓動が早まる。

「香澄の中に入りたい」

　熱い眼差しとストレートな言葉に胸が鳴る。

「……私も、してほしいです」

　大樹さんの気持ちには私も正直でいたい。恥ずかしかったけれど素直にそう言うと、大樹さんは口元を手で覆った。

「っ、そのセリフは俺には刺激が強い」

　荒々しく服を脱ぎすてた大樹さんは、ベッドサイドテーブルの引き出しからゴムを取り出した。いったいいつ用意したんだろうとじっと見ていたら彼にじろりと睨まれた。

「見なくていいよ」

「……それ、いつ買ったんですか？」

「秘密」

　もしかして私と会う前から持ってたのかと考えてしまう。経験がないだけで恋人がなかったわけではないだろうから、準備していた可能性もある。一度考え始めるとこの状況でさえ気になってしまう。

「言っとくけど、香澄と付き合うようになってからだよ。……一応、考えてはいた」

　大樹さんは照れくさそうに視線をそらす。

「下心あって幻滅したか？」

「いいえ。うれしいです」

　少しでも考えていてくれたのなら、うれしい。拒絶されてから不安だった分だけ喜びが大きい。

　大樹さんがコンドームの袋を破き、中を取り出す。それを大樹さんの逞しい欲望の先端から付けていく。私はなぜかその光景から目が離せない。

「こら、見るなってば」

　恥ずかしそうにじろりとこちらを見る大樹さんは再び私の足の間に入ってくる。

「挿れるよ」

　私は息を飲んで頷いた。

　久しぶりすぎて彼を受け入れられるかどうかもわからない。入り口を大樹さんの先端がこする。入ってくるんだと思うとつい身構えていた。

「……待って、ごめん」

　大樹さんはいったん身体を離し深呼吸をする。

「……大丈夫です。私も緊張しちゃって……ごめんなさい」

「いや。俺かっこ悪いな」

「そんなことないです。可愛いです」

　そう言うと大樹さんの目つきが変わった。

「可愛いって……覚悟しとけよ」

　どうやら、煽ってしまったらしい。

　表情の変わった大樹さんは再び自らの熱を私の蜜口に押し当てる。

「あっ……！」

　大樹さんの太くて硬い剛直が徐々に私の中を広げていく。わずかな痛みはあるが先ほどさんざん感じていたのでそこまでではない。私の様子を見ながら慎重に腰を進める大樹さんに愛を感じていた。

　辛そうに顔を歪めながら、時折熱い息を吐きながら。

　私も呼吸を乱し、彼の熱をすべて受け入れた。

「……はっ……」

　全長を収めると大樹さんが大きく息を吐く。覆いかぶさってくる彼の背に手を回した。背中は汗で濡れ、ひどく熱い。

「気持ちよくて、やばい」

　大樹さんの感嘆の息が漏れる。

「っ……私もです」

　私の中に大樹さんがいる。それがどれほど満たされているか彼は知らないだろう。

　しばらくじっとして動かなかった大樹さんの喉がごくりと鳴った。

「ごめん、動いていい？」

　大樹さんは苦しそうに表情を歪めながらも確認してくれる。

「大樹さんの好きにしてください」

　なんて言えばいいかわからないけれど、大樹さんに気持ちよくなってもらいたいと思ったからそう答えた。

「……っ」

　大樹さんは私の言葉をきっかけに、ゆるく腰を揺さぶり始める。中を行き来する熱がさらに硬くなっていく気がした。私の慣れない中は彼のものでいっぱいで少し動くだけでも甘い刺激をもたらす。

「あ、あっ」

　揺さぶられるたびに自然と声が漏れる。見上げると熱のこもった視線と目が合い、ぎゅっと胸を掴まれる。

「……余裕？」

「そんな」

　一瞬怒ったかのように見えた大樹さんの顔は、挑発するように口角をあげた。すると彼の律動は速さを増す。さらに奥のほうまで大樹さんの欲望がねじ込まれ出し入れが激しくなる。彼が動くたびにぐちゅぐちゅと淫らに濡れた音が部屋中に響く。

「あ、激し……！」

　身体全体が揺れ、胸が揺れているのもわかる。もう「恥ずかしい」という感情よりも快感が上回ってしまった。

　大樹さんも短い呼吸をし始める。苦しそうなのにどこか気持ちよさそうだ。

「……もう、まずい」

　切羽詰まった大樹さんの声は限界が近いのだと言っている。腰の動きにも余裕がなくなっている。そんな大樹さんを見て私も高まっていく。

「香澄と、一緒にいきたい」

　彼がぽつりと呟き、私の濡れた花芯に手を伸ばした。

「あっ！　や、そこは……っ」

　突き上げられながら膨れあがった花芯を指先でくりくりと弄られる。

「また、いっちゃう……あ、あっ！」

　ぞくぞくとした快感がせり上がり絶頂の兆しが見える。

「ん。いいよ」

　穏やかな声だけど大樹さんの呼吸も荒い。腰の動きも不規則になり余裕のなさがわかる。でも余裕がないのは私のほうだ。

　きゅっと花芯を強く摘まれ、一瞬で振り切れる。

「んんあっ……！」

　びくんと腰をのけ反らせてあっという間に昇りつめていた。

「っ……！」

　大樹さんも同時に低く呻いた。










[image: ]










　二人の荒い呼吸が部屋に充満する。しばらく腰を震わせていた大樹さんは少しして私の中から熱を引き抜く。

「……は、ぁ……」

　その刺激にさえ声が漏れる。まだ中がじんじんしていて彼のものが入っている感覚が残っていた。

　私がくたりとベッドに身を預けていると隣で同じくベッドに身を沈めた大樹さんが頭を優しく撫でてくれた。

「身体拭こうか」

　起き上がるとすぐにベッドから降りてボクサーパンツを履くとベッドルームから出て行った。タオルを持ってすぐに戻ってくる。濡れたタオルで私の身体を丁寧に拭いてくれた。大樹さんも疲れているだろうに、大切にしてくれているようでうれしい。

「ありがとうございます。大樹さんの身体は私が拭きますね」

　タオルをもらい、私も大樹さんの身体を拭いた。抱きしめた時にずいぶん汗をかいていたようだから腕や背中、お腹も念入りに拭いた。その途中彼の下腹部に目がいってしまって一人で勝手にドキドキしてしまう。

「ありがとう。なんかこれやばいな」

「なにがですか？」

「……いや、なんでもないよ」

　大樹さんが何を言いたかったのか気になりつつ下着をつけ大樹さんのＴシャツを着たタイミングで彼に腕を引かれた。

「香澄、おいで」

「……はい」

　私は素直に大樹さんの胸の中におさまった。

　まだ熱のこもったお互いの身体だけどくっついているのが心地良い。ほどよい疲労感と充足感、それからコンプレックスを克服した充実感があった。きっと大樹さんも同じ気持ちだろう。

「好きだよ」

「……私も好きです」

　同じ気持ちを返すと腕の力が強まった。

　大樹さんに抱きしめられたまま、満たされた気持ちで目を閉じた。









　カーテンの隙間から差し込む眩しい光に自然と目が覚める。

　広いベッドには一人きりで、隣には大樹さんがいない。抱きしめてもらっていた気がしたのに。

　起き上がり、彼を探すためにベッドから降りようとすると、ベッドルームのドアが開いた。

「あ、起きた？　おはよう。シャワー浴びてた」

　肩にかけたタオルで濡れた髪を拭きながら大樹さんはにこりと微笑む。彼の顔を見ると一瞬で昨夜のことが思い起こされ、恥ずかしさが込み上げてくる。男の人なのに濡れた髪がやけに色っぽくて動揺を隠せない。

「……おはようございます」

　私がベッドから降りる前に大樹さんが隣に座った。

　じっと見つめられるので私も彼を見ていると、腕が伸びてきて身体を引き寄せられ抱きしめられた。温かい身体が心地良い。

「……大樹さん？」

「幸せだなあと思って」

「大げさ……じゃないですよね」

「うん」

　大樹さんがあまりに真剣に頷くので笑ってしまった。私だって朝から幸せだ。

「もっと幸せになっていいか？」

「え？」

「……したい」

「ひゃっ」

　抱きしめられたままベッドに押し倒され大樹さんが熱い眼差しを向けてくる。その目に見られると胸が揺さぶられる。朝の爽やかな気分から一転、淫らに身体が熱くなる。

「朝から、ですか」

「そう。朝から」

　すでに大樹さんはスイッチが入っているみたいだった。

　背中に回っている手はＴシャツを脱がすとブラジャーのホックを外した。

「ま、待ってください」

「ん？」

　このまま進みそうな展開に焦り制止をかけた。

「私もシャワー浴びていいですか？」

　身体は拭いてくれたけど昨日はそのまま寝てしまった。寝汗もかいているだろうしなんとなく身体を流しておきたい。顔だってどうなっているかわからないし、朝の明るい部屋ではすべてがバレてしまう。大樹さんだけずるい。

「……待てないんだけどな」

　不貞腐れた顔を見せる彼はまるで子どもだ。

「じゃあせめて、顔を洗わせてください！」

　シャワーがだめでも彼のいないところで自分の顔をチェックしておきたい。手を合わせてお願いすると、「わかった」と言ってくれた。

「すぐ戻ってきてくれたらいいよ」

「……わかりました！」

　なんだか甘えん坊というか、我儘になっている気がする。

　私はＴシャツだけ着てすぐに洗面所を借りにベッドルームを出た。せめて顔を洗って歯磨きをして、メイクを整えたい。洗面所で顔を見ると案の定ひどいことになっていた。髪もぼさぼさだし、これを見られたのかと思うとショックだ。

　言われたとおりに急いで最低限メイクを直しベッドルームに戻る。

「お待たせしました」

「うん。こっち来て」

　招かれるままベッドに上がると、大樹さんに抱きしめられる。

「香澄、可愛い」

　間近で見つめられて大きな手が頬を撫でる。

「なんか……性格変わりました？」

「そうかな」

　自覚がないのか、糖度が増している気がする。

　ふれるだけのキスをしながらゆっくりベッドに押し倒され、先ほど着たばかりのＴシャツを脱がされる。ブラジャーをしていないのですぐに素肌が露わになった。身体を撫でる手は大きな膨らみにふれ、乳首を撫でる。指の腹でこすられすぐにぷくりと勃ち上がってしまう。尖った先端を指で転がしながら次第にキスも深くなっていく。

　両方の乳首を、緩急をつけて弄られされるがままだ。

「あ、ん、む」

　しかもキスをされているのでうまく声を出すことができない。

「や、んむ……っ」

　声を上げようとすると舌を絡めとられて封じられる。胸しかさわられていないのに、今までにない感覚に襲われる。私が混乱している間も彼の指はとまらない。知らない感覚に大樹さんに助けを求めたくても声を出せない。

　その苦しさは刺激と快感に変わっていた。

「んんっ！」

　びくびくと腰が揺れる。舌を絡めたまま甘く戦慄わななくとようやく大樹さんの手が離れていった。私は小刻みに震える。

「……乳首でいった？」

「……っ……」

　恥ずかしい言葉に顔が熱くなる。

　でも確かに秘部にふれられていないのに振り切っていた。胸の先はじんじんしていてシーツがこすれるだけでも敏感に反応してしまっていた。

　私が呆然と余韻に浸りベッドに横たわっている間に大樹さんはゴムの準備をしている。ぼんやりと眺めていたら彼が再び覆いかぶさった。彼の屹立が太腿に当たる。

「……香澄は、初めてじゃなかったんだよな」

　なんとなく大樹さんの考えていることがわかる。私も初体験の時、相手が初めてだったか確認していた。

「学生時代なので……すごく久しぶりですよ」

「うん……過去の男に嫉妬するのはかっこ悪いんだろうな」

「……私はうれしいです」

　大樹さんに嫉妬されると、愛されている気がしてうれしい。すると大樹さんは照れ笑いを見せた。

「あ」

　大樹さんの指が私の下腹部を撫でる。

　胸だけで達してしまった私の身体はさらに彼を欲しがっているみたいだ。

「あっ……」

　下りてきた手は秘部を撫で、彼の指を濡らす。蜜を絡めて指が中へと入ってくる。中を出し入れされると、昨日の感覚を思い出して腰が揺れた。

「身体つらくない？」

「……大丈夫です」

　私もすっかりスイッチが入ってしまった。

　大好きな人に抱かれる歓びを知ってしまったので、拒否をする理由はない。

「大樹さん……ン」

　指を抜くとその代わりに大樹さんの熱が押し当てられる。

　入り口をこすり、内側へと入ってくる。熱くて逞しい彼の欲望は昨日よりもスムーズに私の中に入った。

「は、ぁ……」

　お腹の奥が満たされる感覚。圧迫感ですら気持ちよさを感じている。彼の全長を収めると大樹さんは動かずに私の頭を撫で、唇に小さくキスを落とす。

　昨日と同じようにこのまま動くのかと思っていたら大樹さんは身体を起こした。

「こっち来て」

「え？　きゃっ……」

　繋がった腕を引かれ身体を持ち上げられると、大樹さんに抱きつく体勢になった。今までとは違う角度に彼の熱がぶつかる。

「あ、これ深く入っちゃいます……」

「……っ、俺も余裕ないから煽らないで」

　でもこういう状況を作ったのは紛れもなく大樹さんなのに。私は慣れない姿勢から大樹さんの身体に抱きつくしかない。すると耳元で彼の吐息がしてぞくぞくと身体が震えた。

「動くよ」

　色気のある低い声が耳元で響く。大樹さんが私の腰を掴み、上下に動かし始める。

「あ、あっ！」

　下から突き上げられる感覚は今までになく高い声が上がってしまう。しかも、揺さぶられるたびに先ほどさんざん感じていた胸の先端が彼の身体でこすれ、新たな快感をもたらす。

「あ、ぅ、んんっ」

　快感から逃げられなくて私は彼の身体にしがみついていることしかできない。

「香澄の声、やばい」

　はぁ、と熱い吐息が聞こえてくる。私を貫く剛直は昨夜よりも硬く熱くなっている気がして、彼も高揚しているのがわかる。繋がっている場所からは粘着質な音が響き、蜜が滴りベッドを汚していないか不安になる。

「俺を見て、香澄」

　言われるままなんとか身体を離して大樹さんを見ると熱のこもった視線だ。この目を見ると私の欲望も引きずり出される。引き寄せられるように唇を重ねる。

「……んっ」

　揺さぶられながらのキスは難しい。唇がふれ離れると、大樹さんに頭の後ろを固定され、深く唇が重なった。呼吸を奪われながらの律動がこんなに私を高ぶらせるなんて、知らなかった。

「ああ、んぅ！」

　内側の壁に大樹さんの熱がこすれると大きな波が襲い掛かる。今までとは違う絶頂の予感に身を震わせる。揺れで唇が離れ、嬌声を我慢できなくなる。

「あ、いっちゃう、怖い……っ」

「大丈夫だって。俺がいるから」

　ぎゅっと抱きしめられたまま激しく突き上げられ続ける。意識が飛びそうなほど気持ちがいい場所を彼の熱に抉られて、私は針が振り切れるのを感じた。

「あ、んん――っ！」

　最奥を貫かれ、大樹さんに抱きつきながら絶頂に達していた。

「く……」

　耳元で低く呻く声が聞こえてきた。びくびくと大樹さんの腰が震え、薄い膜越しに欲望が放たれているのがわかる。大樹さんも私もお互いの身体を強く抱きしめる。

　朝日の差し込むベッドルームに、二人の淫らな呼吸の音だけがしばらく響いていた。









「……もう……昨日が初めてだった人とは思えないです」

　私はようやく念願のシャワーを浴びることができたけれどベッドルームに戻るとまた大樹さんに抱きしめられる。この人がこれほどまでにスキンシップを好むだなんて思わなかった。

「ごめん」

　素直に謝る大樹さんがおかしい。申し訳なさそうにしている彼を見ていると少し意地悪したくなってくる。初めての人にたくさん気持ちよくさせられた仕返しだ。

「朝なのに……」

「ごめんって、香澄」

　なだめるように背中を撫でられる。驚いたけれど怒っているわけではない。

「いいです。好きな人になら」

「……俺も、香澄だからこうなるんだよ」

「それなら許します」

　わざとそう言うと、大樹さんはほっとしたように笑った。私も笑い返す。

「香澄に会えてよかった」

　コンプレックスからもう男の人と身体を重ねることはないんじゃないかとさえ思っていた私が大樹さんに出会って好きになってもらえて、こんな関係になるなんて。

　コンプレックスが二人を繋いでくれた。といったら大げさだろうか。









　数か月後、無事二人が手掛けた新商品がリリースされた。

　私たちは発売日の仕事帰りにさっそく商品を探しにまわっていた。コンビニやスーパー、食品も取り扱う雑貨屋に置かれているのを見て、テンションが上がる。

「大樹さん、またありますよ！　専用コーナーまであります！」

「本当だ。やっぱりいいデザインだね」

「自画自賛ですね！」

　スーパーの一角にある専用コーナーに置いてあるチョコを手に取る。

「買うの？　もらったのに」

　会社にはお菓子のサンプルが大量にある。でもそれをもらうのと自分で買うのとは気持ち的に大きな違いがある。

「買いたいんです。大樹さんとの初めての共同作業なので」

　思い出深い商品になった。

　この商品がきっかけで私と大樹さんは出会うことができた。

「共同作業か……俺も買おうかな」

「はい！」

　レジを終えて二人で店を出ると、大樹さんに手を握られた。もう手をつなぐのも当たり前の関係だけど、やっぱり毎回ドキドキする。これから大樹さんの部屋に行って、金曜日恒例のお泊まりをする予定だ。

　最近は仕事が忙しく休日一緒に出かけることができないので、金曜日の夜が二人の楽しみの時間になっていた。

「……その服、やっぱり可愛いね」

「ありがとうございます」

　今日はせっかくだからと大樹さんに買ってもらった服を着ている。今日は平日なので、一応カーディガンで身体の線は隠している。

「でもやっぱり会社ではやめよう」

「え？」

「他の男に変な目で見られる気がする」

　今では私よりも大樹さんのほうが、私の身体のことを気にしてくれている。コンプレックスを一緒に抱えてくれる人がいるということに感謝しかない。

「大丈夫ですよ。そしたら大樹さんが守ってくれますから」

「そうだけどさ」

　大樹さんは不貞腐れた顔をしている。普段はクールでかっこいいのに、こういう時は可愛いなあと思ってしまう。

「……家に着いたら、チョコを食べながら今後の話をしようか」

　きゅっと強く手が握られた。

「え？」

「共同作業は他にもあるよ」

　大樹さんが何を言っているのか、彼の目を見ながらしばらく考える。

「ほら、大きなケーキをカットしたりさ」

　わかりやすいヒントを出されて、私は一瞬で『結婚式』というワードが頭に浮かぶ。

「え、え？」

「行こう」

「大樹さん、まさか……！」

　まだ付き合うようになって数か月だ。

　そんな話が出てくるなんて夢にも思っていなかった。大樹さんは楽しそうに笑っていて、私は頭の中がぐるぐると混乱している。

　商品は無事リリースされたけれど、二人のこれからはまだまだ続く。
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